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組むべきことは、接続を拡大することです。
　5Gがやってくるまでにデジタル変革の
イネーブラーとなる基礎技術が、4.5G

です。4.5Gでは、1Gbps超の通信速度
でHD音声／動画がいつでもどこでも利
用可能になり、N B - I o T（N a r r o w  

Band-IoT）を基盤に大規模なIoTが実
現します。これは、今後5年間モバイル・
ネットワークに求められる基本機能とな
るでしょう。

　2010年に発表された国際連合のレ
ポートによれば、ICT業界における戦略
は長らく需要主導型ではなく供給主導
型が中心でした。しかし、需要主導型ビ
ジネス・モデルへのシフトがすでに始まっ
ています。送電網や交通などさまざまな
スマート・シティの事例に見られるよう
に、人々はネットワークに対してより多く
を求めるようになっていきます。それにと
もない、通信業界は接続数、帯域幅、遅
延などの点でさらなる課題に直面するこ
とになるでしょう。
　通信業界が需要によってどう変化し
ていくのかを示すよい例が、「セーフ・シ
ティ」です。一般市民の安全を脅かす事
件が多々起きる中、「セーフ・シティ」を
実現するためには、政府が危機の予防、

緊急事態への対応、迅速な意思決定を
行う能力を早急に向上させる必要があ
ります。
　そのためには現場の様子を把握し、情
報のサイロ化、指揮系統の不統一といっ
たさまざまな課題をクリアしなければな
りません。
　これらの問題を解決するカギとなるの
が、監視カメラやビデオ会議システムの
活用ですが、動画の送受信を行うと帯域
が非常に逼迫してしまいます。ご存知の
ように、HD動画を1本アップロードする
だけでも通常8 Mbpsの帯域幅が必要で
す。モバイル通信事業者の既存のパブ
リックな無線ネットワークを経由して莫
大な量の動画データを伝送することはき
わめて難しいと言えます。
　ケニアでの事例を紹介しましょう。
ファーウェイは現地の通信事業者サファ
リコム（Safaricom）による「セーフ・シ
ティ」実現のためのプライベート・ネット

ワーク展開をサポートしました。ブロー
ドバンド・トランキングを統合したソ
リューションにより、指揮系統の上流か
ら下流まで、エンド・ツー・エンドの動画
化を実現しています。このネットワーク
が導入された地域の犯罪率は、約46%

減少しました。これは、需要主導型でビ
ジネス革新を実現した好例と言えるで
しょう。

　接続の拡大と、垂直産業のデジタル
変革の実現のためには、ネットワーク性
能の再定義が必要になります。これから
の通信事業者は、ソフトウェア定義の
アーキテクチャを構築し、アジャイルな
オペレーションを実現するとともに、ビッ
グデータの処理能力を発展させていか
なければなりません。加えて、こうした課
題に総合的に対応できる戦略的パート
ナーを選ぶと同時に、自らもそのための
能力を身に着け、よりオープンで革新的
なエコシステムを確立することが求めら
れます。これは長い道のりとなりますが、
新しい技術が登場してすべての問題が
解決されるのを待つのではなく、まず行
動を起こすことが重要です。

　ある予測によれば、デジタル変革の
市場規模は2025年までの累計で15兆
ドル（約1,695兆円※）にのぼるとされて
います。
　5Gが到来する前に、われわれは垂直
産業のニーズをよく理解し、新しい通信
技術を利用して新たなビジネス・モデル
や価値を創出し、垂直産業のデジタル
化を支援していかなければなりません。
誰もが通信の利便性を享受できる世界
を実現するため、ファーウェイは通信事
業者の皆様と力を合わせ、デジタル変革
を推進してまいります。
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　今年のMWCのテーマは「Mobile is 

everything」です。モバイル接続は「より
“つながった”世界」の実現にきわめて重
要な要素となります。
　将来のデジタル社会では、通信は酸
素のような存在となり、人々は通信なく
して生活できなくなるでしょう。そして、
この先の人々の暮らしを支えるため、5G

が将来の技術革新の方向性を示すこと
は間違いありません。通信事業者は5G

の実現に向けて全力を尽くしています
が、商用化は早くとも2020年とされ、大
規模な展開にはさらに長い時間がかか
るかもしれません。
　経営学の父であるピーター・ドラッカー
は、将来を予測する最善の方法は、自ら
将来を創ることであると言っています。
5Gが到来する前に、新しい技術と新しい
ビジネス・モデルがもたらす不確実性を
回避するため、われわれは3つのことに取
り組まなければなりません。

　ファーウェイは、2025年までに世界の
接続数は1,000億にのぼると予測してい
ます。そのうち、70億人の人々をつなぐ
接続は全体のわずか10%です。大部分
を占めるのは、人とモノ、モノとモノの接
続となるのです。
　したがって、｢より“つながった”世界｣
を実現するためにわれわれが最初に取り

ポスト・スマートフォンが鮮明に
多彩なデバイスが登場、
モバイル・ネットワークは人からモノへ

Feature Story 01 ～ MWC 2016

02

※1米ドル＝113円換算

今号の巻頭メッセージでは、2月22～25日にスペイン・バルセロナで開催され
たMobile World Congress（MWC）2016で行われたファーウェイ輪番CEO

兼取締役副会長 郭平（グォ・ピン）の基調講演の内容を抜粋してお伝えします。

5G到来の前に、
いま取り組むべきこと

ファーウェイ輪番CEO兼取締役副会長
郭平（グォ・ピン）

1．接続を拡大すること

2.供給主導型から
需要主導型に移行し、
垂直産業のイネーブラーとなること

3.ネットワーク性能の再定義
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ポスト・スマートフォンが鮮明に
多彩なデバイスが登場、モバイル・ネットワークは人からモノへ

早春を感じさせるバルセロナで今年も『Mobile World Congress（MWC） 2016』
が開催された。来場者は10万人の大台を超え、会場では各社がこぞって最新端
末や次世代の無線技術を披露。スマートフォン市場減速にも関わらず、“モバイル
業界最大のイベント”にふさわしい内容となった。

MOBILE
WORLD
CONGRESS

取材・文　末岡洋子（ICTジャーナリスト）

2016

　今年のMWCは2月22日から4日間。事
前登録の時点で昨年を上まわる9万
5,000人といわれていたが、会場のフィラ・
グラン・ヴィアには世界204か国から過去
最高となる10万1,000人の参加者が押し
寄せた。直前にバルセロナ市交通当局で
ある都市輸送公社がスト決行を発表、初
日から3日間地下鉄とバスの間引き運転
が行われた。それでも大きな事件もなく、
参加者は郊外にあるフィラに足を運んだ。
　今年は10万平方メートルの展示ス
ペースに2,200社がブースを構えた。注
目は、やはり端末メーカーがひしめく
ホール3だろう。MWCでは例年前日に端
末メーカー数社が新製品を発表するが、
今年はサムスン、ファーウェイ、L G、
ZTEなどが市内で発表会を開催したほ
か、ソニー、レノボなども会期中に最新
機種を発表した。
　似たり寄ったりと言われるAndroidス
マートフォンだが、各社の発表した製品
からは、オリジナリティを出そうという試
みが感じられた。たとえばLGは、フラッ
グシップの『LG G5』を発表したが、その
特長は“モジュラー・スマートフォン”だ。
モジュラー式はGoogleの『Project Ara

（プロジェクト・アラ）』などいくつかの取
り組みが進んでおり、ニッチではあるもの
の動向が注目される分野だ。『G5』の場
合、バッテリー部分を外してカメラ、ハイ
レゾ対応Hi-Fi DAC（Digital-to-Ana-

log Converter：デジタル・アナログ変換
機）を装着できる。

　ソニーは最新のスマートフォン『Xpe-

ria X』『Xperia X Performance』など3

機種を発表、スペックを追求するのでは
なく、デザインとソフトウェアによる使い
やすさに軸足を移した。同時に発表した
スマート・イヤフォン『Xperia Ear』など周
辺機器にも『Xperia』ブランドを拡大し、
ユーザーの環境に溶け込むデジタル・ラ
イフ観を示した。このほか、サムスンは今
年も最新のフラッグシップ『Galaxy S7』
『Galaxy S7 edge』を、ZTEも『Blade 

V7』を発表した。
　そんな中、シェア3位のファーウェイは
スマートフォンでもスマートウォッチでも
なく、2-in-1型のWindows 10タブレット
『MateBook』を発表した。画面は12イン
チながら、サイズ278.8×194.1×6.9ミリ
メートル、重さ640グラムとコンパクト。
プレゼンのページ送りやポインターに使
えるスタイラス・ペンも付属し、「Busi-

ness 3.0」の実現を謳っている。マイクロ
ソフトの『Surface Pro』対抗と位置付け
られるビジネス向けの仕様だが、電源ボ
タンと指紋認証センサーを側面に配する
など、既存のPCメーカーとは異なるアプ
ローチで、新しい端末を求めるビジネス
ユーザーに訴求する。「現在のPCは、コン
シューマーのニーズを満たしていない」と

コンシューマー事業CEOの余承東（リ
チャード・ユー）氏は述べた。
　このようにスマートフォンで知られる
ファーウェイがPC市場に参入する一方、
PCメーカーのHPはWindows 10スマー
トフォン『HP Elite x3』を発表するなど、
“モバイル”の境界線があいまいになった
ことを感じさせた。端末側では中国市場
を中心に展開するシャオミが会期中、欧
州で初めて製品発表会を行った点も興
味深い。

　 IDCの推計によると、世界スマート
フォン市場は2015年に成長率9.8％と
初めて1桁成長へとダウンした。各社は
成熟市場で生き残りをかけており、昨年
まではその戦略がスマートウォッチ、ウェ
アラブルに集中していた。だが、今年は
上記のように幅が広がった印象がある。
そして、デバイス側ではもうひとつ、VR

（Virtual Reality：仮想現実）への期待
をあちこちで感じることができた。
　サムスンの『Galaxy S7／S7 edge』の
発表会でも、影の主役はVRだったといっ
てよいだろう。同社の『G e a r  V R』は
Facebook傘下のオキュラス（Oculus）

と共同開発した製品で、発表会では
Facebookの共同創業者兼CEOマーク・
ザッカーバーグ（Mark Zuckerberg）氏
がサプライズ出演し、「ソーシャル・メディ
アのプラットフォーム」としてのVRの重要
性をアピールした。なお、会場ではプレ
スに1人1台『Gear VR』が貸し出され、司
会者の指示のもと全員が同ヘッドセット
を装着している間、ザッカーバーグ氏が
悠々と会場の通路を通る姿が自身の
Facebookページに掲載された。この写
真は、「これがわれわれの将来なのか？」
と物議を醸し、ソーシャル・メディアなど
で瞬時に広まった。
　ザッカーバーグ氏は初日のMWCのメ
イン・イベントでも基調講演を行い（後
述）、テキスト、写真、動画、と共有のた
めの媒体が進化してきた歴史を振り返っ
た。現在、Facebook上で360度動画を
閲覧する人は1日100万人以上といい、
VRの時代が近づきつつあることを予言し
た。一方で、このようなリッチなコンテン
ツの潜在需要を満たすためには「高速な
5Gネットワークが必要」と述べ、「VRは
5Gのキラーアプリになると期待してい
る」とコメントした。
　このほか、会場では『HTC Vive』の

価格を発表しVR一色だったHTCをはじ
め、サムスンは『Gear VR』によるジェッ
トコースター体験、SKテレコムは海中
体験、地元のカタルニア地方観光局は
観光地体験など、あちこちでVR体験
コーナーが設置され、連日長蛇の列が
できていた。

　ネットワーク側では、昨年に続き5Gが
キーワードとなった。2015年よりMWC

で5G通信のデモを行っているエリクソン
は、今年もNTTドコモと行っている実験
を披露した。実験は現在フェーズ2とな
り、昨年と同様に15GHz帯を利用し、
Massive MIMOアンテナ技術などの利
用により帯域幅は800MHzに。1台は移
動、1台は固定と2台の端末を用い、ビー
ム追従を行うことで合計速度は昨年の
約5倍の25Gbps程度に達していた。
　アルカテル・ルーセントの買収が完了
し、歴史あるベル研究所を手に入れたノ
キアも、15GHz帯を利用した5G通信を
披露した。ノキアは単に速度を見せるの
ではなく、用途としてVRをデモ。インスト
ラクターと生徒がそれぞれVRを装着し
てコラボレーションする、という利用例を

見せた。速度は5Gbps程度だったが、フ
ルでシステムを動かすと倍の10Gbps程
度に達するとのことだった。
　ファーウェイは上海にあるラボで行っ
ている5G通信の実験を展示し、画面で
は20Gbps以上のスループットを達成し
ていた。一方、同社は4Gから5Gへの進
化過程における現実的な速度対策、遅
延対策として、昨年に引き続き「4.5G」を
打ち出している。これは2015年10月に
3GPPで「LTE-Advanced Pro」として
Release 13に入ることが決定した技術
で、ファーウェイのブースでは、Massive

キャリアアグリゲーション、Massive  

MIMO、256QAMにより1Gbps以上の速
度を実現すると解説していた。これによ
り、VR、HD Voice、HD Videoなど同社
が「Experience 4.0」と呼ぶ体験が可能
になるという。すでに2015年末にノル
ウェーのテリアソネラとライブ・ネットワー
クにおける4.5Gのデモに成功しており、
今年はローンチ・ラッシュになるとファー
ウェイは見込む。

　ファーウェイが4.5Gをプッシュする理
由は、速度や低遅延だけではない。
NB-IoTがある。NB-IoTは10年以上の
バッテリー持続時間、カバレッジ、低い
総所有コスト（TCO）などを特長とする
IoT通信技術だ。
　初日のメイン・プログラムのステージに

立ったファーウェイの輪番CEO、郭平
（グォ・ピン）氏は、「5Gを待たず、すぐに動
き始めなければならない」と呼びかけた。
差し迫っているのは I o Tのニーズだ。
ファーウェイは「2025年には1,000億の人
とモノがネットワークにつながるが、その
うち人の接続は1割に過ぎない」という予
測を立てており、IoT時代に向けて「4.5G

がまずはデジタル革命の土台の技術にな
る」と郭氏は強調した（巻頭メッセージ参
照）。ファーウェイはボーダフォンなどと
NB-IoTを推進するNB-IoTフォーラムも
立ち上げており、会期中に同フォーラム
初のサミットを開催している。
　IoT用の通信としては、同じく3GPPで
作業が進んでいるeMTCをエリクソンが
デモしていた。LTE-MはNB-IoTより高速
な通信が可能であるなど特長が異なるた
め、用途も異なるとされる。
　ファーウェイのビジネス＆ネットワー
ク・コンサルティング部門プレジデント、
ポール・スカンラン（Paul Scanlan）氏
はNB-IoTの推進について、「いますぐIoT

をスタートしたいというニーズを受けて
のもの」と説明するが、その背景には、
I oT専用としてLPWA（Low Power  

Wide Area）ネットワークを独自に構築
する動きも関係がありそうだ。代表格で
あるシグフォックス（SigFox）やLoRaア
ライアンスはホール8にブースを構えて
いたが、メインから少し離れているにもか
かわらず盛況だった。シグフォックスの
広報担当は、「グローバルな（IoT向けの）

ネットワークは現在の通信事業者だけで
は構築できない」と自信を見せた。

　5Gでは速度ではなく低遅延も重要な
要素となる。今年は、低遅延が要求され
る産業ロボットを遠隔から操作する様子
を紹介したエリクソンなど、5Gの重要な
ユーザーである“モノ”用途のデモが増え
たことも印象的だった。
　標準化と利用の両方で5Gがこれまで
の通信技術と大きく異なるのは、産業界
の参加だ。5Gが実現する高速で低遅延
のモバイル・ネットワークは、自動車、製
造、医療などさまざまな業界がそのメ
リットを享受すると言われている。会期
中、欧州連合（EU）の5Gイニシアティブ
である5GPPP（5G Public-Private 

Partnership）は製造、自動車、eヘル
ス、エネルギー、メディアとエンターテイ
メントという5業界との協業結果に関す
るレポートを発表した。EUでデジタル経
済・社会担当委員を務めるギュンター・
ヘルマン・エッティンガー（Günther H. 

Oettinger）氏は、技術と経済の両方で
自動車業界と共通の認識を持っている
として、協業が順調に進んでいることを
アピール。レポートはモビリティ（速度）、
データレート、遅延、密度、信頼性、位置
情報の精度、カバレッジの7つについて
5業界の要件レベルをまとめており、今
後これら産業界のニーズをどのように取
り込んでいくかが注目される。
　欧州ではドイツ政府が推進する「イン
ダストリー4.0」など、通信とITの融合が
オートメーションを大きく進化させること
が期待されており、5Gはその土台技術と
位置付けられている。だが、5Gの商用
サービスについては、2018年の冬季平昌
オリンピックでプリスタンダードの5Gを開
始すると見られる韓国、2020年の夏季東
京オリンピックで商用サービスが始まる
予定の日本など、韓国、日本、米国など
が先行することが見込まれる。エッティン
ガー氏は4Gに続き5Gでも欧州が出遅れ
ることへの危機感を示し、2 0 2 0年の
UEFA（欧州サッカー連盟）欧州選手権が

5Gを披露する格好の場となるのでは、と
提案する場面もあった。
　産業界の中でも自動車業界はここ数
年MWCでの存在感を増している。今年
は、初日の基調講演にフォードのCEO

マーク・フィールズ（Mark Fields）氏が
登場、第3世代の車載インフォテイメント
システム『F o r d  S y n c』を発表した。
フィールズ氏は車、接続性、デジタル・
サービスの融合を強調し、“自動車”カン
パニーから“自動車とモビリティ”カンパ
ニーを目指すと語った。
　グーグルが自動運転車の実験を行い、
アップルが自動車に参入かと言われるな
ど、デジタルとインターネットによりこれ
までの産業の区分けが壊れつつある。既
存の自動車メーカーは、自らの変革なし
には新規参入のプレーヤーに駆逐され
るという恐れがあるのかもしれない。

　メイン・プログラムの今年のスターは、
F1ドライバーのルイス・ハミルトン（Lewis 

Hamilton）選手だろう。ハミルトン選手
は所属するメルセデス AMGペトロナスの
執行ディレクター パディ・ロウ（Paddy 

Lowe）氏、協業するクアルコムの社長デ
レク・アベール（Derek Aberle）氏とともに
2日目の基調講演に登場し、コネクテッド

カーや自動運転などについて話した。
　ハミルトン選手は自動運転車により自
分の仕事がなくなることは当分はないだ
ろうと笑ったが、ICTのメリットは実感し
ているという。ステージでは、クアルコム
がチームに導入したWi-Fiベースの通信
システムにより、これまで20分かかって
いたという重要なデータ（タイヤの温度
など）の取得が瞬時に得られるように
なったと喜ぶ。このようなデータの効果
的な利用や最適化が進めば「勝敗が分
かれるだろう」と予想し、情報武装がカー
レースの世界でも進んでいることをうか
がわせた。
　欧州では2018年より新たに販売する
車に通信システムの搭載と緊急通報シ
ステム「eCall」への対応が義務付けられ
ることが決定しており、MWCを主催する
G S M Aは自動運転車は2 0 3 0年には
4,400万台に達すると予想している。クア
ルコムのアベール氏によると、2015年に
販売された車のうち、約3分の2がBlue-

toothを搭載していたとのこと。「LTE接
続ができる車や、Wi-Fiでホットスポット
化した車も増える」と述べ、「車はモバイ
ル・プラットフォームになる」と予想した。

　5Gに関連してもうひとつ各社が力を

入れて展示していたのが「ネットワーク・
スライシング」だ。
　NFVによるコア・ネットワークの仮想
化の次のステップとして、物理層をスラ
イシングして専用のネットワークを作っ
たり、大規模なIoT向け、低遅延に特化
したものとニーズに合わせたネットワー
クを構築できる手法として紹介されてい
た。ネットワーク仮想化の商用化に向け
開発に着手したことを発表したNTTドコ
モ、それにSKテレコムなどの通信事業者
やベンダー各社で展示があった。ファー
ウェイは、ドイツ・テレコムと行った実験
を披露した。コントロール・プレーンと
ユーザー・プレーンの分離とコア・ネット
ワークのモジュール化によるエンド・
ツー・エンドのスライシングとなり、柔軟
なネットワーク構築が可能になりつつあ
ると予感させた。
　クラウドも盛り上がりを見せてきた。
エリクソンはパブリック・クラウド最大手
のアマゾン ウェブ サービス（AWS）との
提携を発表、通信事業者のITのクラウ
ド化をAWSとともに推進していくと意気
込む。ファーウェイはクラウドに特化し
た「OpenCloud」コーナーをブース内に

設け、サーバー、ストレージなどのITイン
フラ・ハードウェアを持つ強みを生かし、
ITとCTの両方でクラウドへの移行を支援
するとアピール。OpenStackベースのク
ラウド基盤『FusionSphere』を中核に、
通信事業者のパブリック・クラウド展開
を支援する。同社がドイツ・テレコム向け
に構築したパブリック・クラウドは3月に
提供を開始し、事業者にとって新しい収
入源となることが期待される。

　このように、今年は新しい技術の登場
というより既存の技術やコンセプトの成
熟を思わせたが、免許不要の周波数帯
（アンライセンス・バンド）の利用も同様
だった。
　5GHz帯など免許不要周波数帯を活用
したキャパシティ増の手法として、LAA

（License Assisted Access）が2015年
に大きな注目を集めた。LAAはRelease 

13で下り技術が入ることが決まっており、
続くRelease 14では上り技術にも拡大す
る。クアルコムのブースでは上りのLAAを
eLAA （Enhanced Licensed Assisted 

Access）として、Wi-Fiの性能に影響を
与えていないことを示すデモを見せた。
なお、日本では電波干渉を防ぐ目的で
「Listen Before Talk（LBT）」が規制で
義務付けられており、そのままではLAA

を実装できない。Release 13が出た後
で総務省が制度の整備に入ることが期
待されている。
　LAAではLTE、つまり免許が必要な周
波数帯がセットになるが、アンライセン
ス・バンドだけでLTEネットワーク構築を
可能にする技術としてM u l t e F i r eが
2015年末に立ち上がっており、MWC会
期中に推進団体が公式に発表された。
設立メンバーであるクアルコムとノキア、
それにエリクソンなどのブースで展示が
見られた。

　前述のとおり3年連続で基調講演に
登壇したFacebookのザッカーバーグ
氏は、TIP（Telecom Infra Project）を
発表した。
　ザッカーバーグ氏は毎年、基調講演
の場でInternet.orgをアピールする。「す
べての人がインターネットに接続できる
ようにすること」をミッションに掲げ、途
上国向けに安価にインターネットを提供
する取り組みだ。ここで同社は事業者、
ネットワーク・インフラ・ベンダーらと組ん
で、Facebookや地元のサービスなど一
部のウェブサイトに無償でアクセスでき
る『Free Basics』、短期にインターネッ
ト・カバレッジを拡大する『E x p r e s s  

Wi-Fi』などを展開している。『Free Ba-

sics』は直前にインドでネットワーク中立
性に反するとして禁止されたが、これに
ついてザッカーバーグ氏は「残念だ。だ
が国により異なる」として、今後も他国で
同サービスの提供を続ける意思を明ら
かにした。「Internet.orgは発足以来、
38か国で展開しており1,900万人がイン
ターネットに接続できるようになった。こ
れは最初のステップとしては、かなり評
価できる」と胸を張る。
　TIPはInternet.orgの最新の取り組み
となる。同社はすでにOCP （Open Com-

pute Program）として、データセンター
の仕様をオープンソースとして公開し、
誰もがこの仕様を土台にデータセンター
を構築できるようにした。このプログラム
により、Facebookだけでも20億ドル（約
2,260億円※）のコスト削減を実現してい
るという。TIPはこれを通信インフラに拡
大するものとなり、「インフラ構築の効率
を改善して事業者がコストを下げること
ができれば、コンシューマーに利益を還
元し、安価なデータプランにつながる」と

期待を寄せる。
　Facebookが会期中発表した年次レ
ポートによると、インターネットにアクセ
スできる人は2014年の29億人から2015

年には32億人に増え、アクセスできない
人は43億人から41億人に減った。成果
は見られるものの、ザッカーバーグ氏は
「国連が掲げる『2020年までにすべての
人々がインターネットにアクセスできる』
という目標をわれわれは達成できないだ
ろう」と述べる。そして、「4Gは人、5Gは
モノ」としてIoTに向けて急ぐ業界に対
し、人の接続はまだ達成されていないと
釘を刺す。「少し残念に思っている」と
ザッカーバーグ氏は切り出し、「すでにア
クセスできる人にさらに高速な技術を提
供するだけでなく、世界のすべての人に
インターネットを提供するという任務を
果たしてほしい。われわれはそのために
できる支援をInternet.orgで行ってい
く」と述べると、会場からは大きな拍手が
起こった。
　MWCの今年のテーマは「Mobile is 

Everything」。あらゆる人とモノがつな
がるという世界を、業界は現実にできる
のだろうか。

個性豊かな各社の端末

Facebookも
熱い期待を寄せるVR

ホール1のファーウェイ・ブースは「オープン」がキー
ワード。例年は招待者のみ入場できるが、今年は最終
日に一般公開した

開幕前日の発表会で、2-in-1のWindows 10タブレット『MateBook』を発表するファーウェイの余承東氏
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　今年のMWCは2月22日から4日間。事
前登録の時点で昨年を上まわる9万
5,000人といわれていたが、会場のフィラ・
グラン・ヴィアには世界204か国から過去
最高となる10万1,000人の参加者が押し
寄せた。直前にバルセロナ市交通当局で
ある都市輸送公社がスト決行を発表、初
日から3日間地下鉄とバスの間引き運転
が行われた。それでも大きな事件もなく、
参加者は郊外にあるフィラに足を運んだ。
　今年は10万平方メートルの展示ス
ペースに2,200社がブースを構えた。注
目は、やはり端末メーカーがひしめく
ホール3だろう。MWCでは例年前日に端
末メーカー数社が新製品を発表するが、
今年はサムスン、ファーウェイ、L G、
ZTEなどが市内で発表会を開催したほ
か、ソニー、レノボなども会期中に最新
機種を発表した。
　似たり寄ったりと言われるAndroidス
マートフォンだが、各社の発表した製品
からは、オリジナリティを出そうという試
みが感じられた。たとえばLGは、フラッ
グシップの『LG G5』を発表したが、その
特長は“モジュラー・スマートフォン”だ。
モジュラー式はGoogleの『Project Ara

（プロジェクト・アラ）』などいくつかの取
り組みが進んでおり、ニッチではあるもの
の動向が注目される分野だ。『G5』の場
合、バッテリー部分を外してカメラ、ハイ
レゾ対応Hi-Fi DAC（Digital-to-Ana-

log Converter：デジタル・アナログ変換
機）を装着できる。

　ソニーは最新のスマートフォン『Xpe-

ria X』『Xperia X Performance』など3

機種を発表、スペックを追求するのでは
なく、デザインとソフトウェアによる使い
やすさに軸足を移した。同時に発表した
スマート・イヤフォン『Xperia Ear』など周
辺機器にも『Xperia』ブランドを拡大し、
ユーザーの環境に溶け込むデジタル・ラ
イフ観を示した。このほか、サムスンは今
年も最新のフラッグシップ『Galaxy S7』
『Galaxy S7 edge』を、ZTEも『Blade 

V7』を発表した。
　そんな中、シェア3位のファーウェイは
スマートフォンでもスマートウォッチでも
なく、2-in-1型のWindows 10タブレット
『MateBook』を発表した。画面は12イン
チながら、サイズ278.8×194.1×6.9ミリ
メートル、重さ640グラムとコンパクト。
プレゼンのページ送りやポインターに使
えるスタイラス・ペンも付属し、「Busi-

ness 3.0」の実現を謳っている。マイクロ
ソフトの『Surface Pro』対抗と位置付け
られるビジネス向けの仕様だが、電源ボ
タンと指紋認証センサーを側面に配する
など、既存のPCメーカーとは異なるアプ
ローチで、新しい端末を求めるビジネス
ユーザーに訴求する。「現在のPCは、コン
シューマーのニーズを満たしていない」と

コンシューマー事業CEOの余承東（リ
チャード・ユー）氏は述べた。
　このようにスマートフォンで知られる
ファーウェイがPC市場に参入する一方、
PCメーカーのHPはWindows 10スマー
トフォン『HP Elite x3』を発表するなど、
“モバイル”の境界線があいまいになった
ことを感じさせた。端末側では中国市場
を中心に展開するシャオミが会期中、欧
州で初めて製品発表会を行った点も興
味深い。

　 IDCの推計によると、世界スマート
フォン市場は2015年に成長率9.8％と
初めて1桁成長へとダウンした。各社は
成熟市場で生き残りをかけており、昨年
まではその戦略がスマートウォッチ、ウェ
アラブルに集中していた。だが、今年は
上記のように幅が広がった印象がある。
そして、デバイス側ではもうひとつ、VR

（Virtual Reality：仮想現実）への期待
をあちこちで感じることができた。
　サムスンの『Galaxy S7／S7 edge』の
発表会でも、影の主役はVRだったといっ
てよいだろう。同社の『G e a r  V R』は
Facebook傘下のオキュラス（Oculus）

と共同開発した製品で、発表会では
Facebookの共同創業者兼CEOマーク・
ザッカーバーグ（Mark Zuckerberg）氏
がサプライズ出演し、「ソーシャル・メディ
アのプラットフォーム」としてのVRの重要
性をアピールした。なお、会場ではプレ
スに1人1台『Gear VR』が貸し出され、司
会者の指示のもと全員が同ヘッドセット
を装着している間、ザッカーバーグ氏が
悠々と会場の通路を通る姿が自身の
Facebookページに掲載された。この写
真は、「これがわれわれの将来なのか？」
と物議を醸し、ソーシャル・メディアなど
で瞬時に広まった。
　ザッカーバーグ氏は初日のMWCのメ
イン・イベントでも基調講演を行い（後
述）、テキスト、写真、動画、と共有のた
めの媒体が進化してきた歴史を振り返っ
た。現在、Facebook上で360度動画を
閲覧する人は1日100万人以上といい、
VRの時代が近づきつつあることを予言し
た。一方で、このようなリッチなコンテン
ツの潜在需要を満たすためには「高速な
5Gネットワークが必要」と述べ、「VRは
5Gのキラーアプリになると期待してい
る」とコメントした。
　このほか、会場では『HTC Vive』の

価格を発表しVR一色だったHTCをはじ
め、サムスンは『Gear VR』によるジェッ
トコースター体験、SKテレコムは海中
体験、地元のカタルニア地方観光局は
観光地体験など、あちこちでVR体験
コーナーが設置され、連日長蛇の列が
できていた。

　ネットワーク側では、昨年に続き5Gが
キーワードとなった。2015年よりMWC

で5G通信のデモを行っているエリクソン
は、今年もNTTドコモと行っている実験
を披露した。実験は現在フェーズ2とな
り、昨年と同様に15GHz帯を利用し、
Massive MIMOアンテナ技術などの利
用により帯域幅は800MHzに。1台は移
動、1台は固定と2台の端末を用い、ビー
ム追従を行うことで合計速度は昨年の
約5倍の25Gbps程度に達していた。
　アルカテル・ルーセントの買収が完了
し、歴史あるベル研究所を手に入れたノ
キアも、15GHz帯を利用した5G通信を
披露した。ノキアは単に速度を見せるの
ではなく、用途としてVRをデモ。インスト
ラクターと生徒がそれぞれVRを装着し
てコラボレーションする、という利用例を

見せた。速度は5Gbps程度だったが、フ
ルでシステムを動かすと倍の10Gbps程
度に達するとのことだった。
　ファーウェイは上海にあるラボで行っ
ている5G通信の実験を展示し、画面で
は20Gbps以上のスループットを達成し
ていた。一方、同社は4Gから5Gへの進
化過程における現実的な速度対策、遅
延対策として、昨年に引き続き「4.5G」を
打ち出している。これは2015年10月に
3GPPで「LTE-Advanced Pro」として
Release 13に入ることが決定した技術
で、ファーウェイのブースでは、Massive

キャリアアグリゲーション、Massive  

MIMO、256QAMにより1Gbps以上の速
度を実現すると解説していた。これによ
り、VR、HD Voice、HD Videoなど同社
が「Experience 4.0」と呼ぶ体験が可能
になるという。すでに2015年末にノル
ウェーのテリアソネラとライブ・ネットワー
クにおける4.5Gのデモに成功しており、
今年はローンチ・ラッシュになるとファー
ウェイは見込む。

　ファーウェイが4.5Gをプッシュする理
由は、速度や低遅延だけではない。
NB-IoTがある。NB-IoTは10年以上の
バッテリー持続時間、カバレッジ、低い
総所有コスト（TCO）などを特長とする
IoT通信技術だ。
　初日のメイン・プログラムのステージに

立ったファーウェイの輪番CEO、郭平
（グォ・ピン）氏は、「5Gを待たず、すぐに動
き始めなければならない」と呼びかけた。
差し迫っているのは I o Tのニーズだ。
ファーウェイは「2025年には1,000億の人
とモノがネットワークにつながるが、その
うち人の接続は1割に過ぎない」という予
測を立てており、IoT時代に向けて「4.5G

がまずはデジタル革命の土台の技術にな
る」と郭氏は強調した（巻頭メッセージ参
照）。ファーウェイはボーダフォンなどと
NB-IoTを推進するNB-IoTフォーラムも
立ち上げており、会期中に同フォーラム
初のサミットを開催している。
　IoT用の通信としては、同じく3GPPで
作業が進んでいるeMTCをエリクソンが
デモしていた。LTE-MはNB-IoTより高速
な通信が可能であるなど特長が異なるた
め、用途も異なるとされる。
　ファーウェイのビジネス＆ネットワー
ク・コンサルティング部門プレジデント、
ポール・スカンラン（Paul Scanlan）氏
はNB-IoTの推進について、「いますぐIoT

をスタートしたいというニーズを受けて
のもの」と説明するが、その背景には、
I oT専用としてLPWA（Low Power  

Wide Area）ネットワークを独自に構築
する動きも関係がありそうだ。代表格で
あるシグフォックス（SigFox）やLoRaア
ライアンスはホール8にブースを構えて
いたが、メインから少し離れているにもか
かわらず盛況だった。シグフォックスの
広報担当は、「グローバルな（IoT向けの）

ネットワークは現在の通信事業者だけで
は構築できない」と自信を見せた。

　5Gでは速度ではなく低遅延も重要な
要素となる。今年は、低遅延が要求され
る産業ロボットを遠隔から操作する様子
を紹介したエリクソンなど、5Gの重要な
ユーザーである“モノ”用途のデモが増え
たことも印象的だった。
　標準化と利用の両方で5Gがこれまで
の通信技術と大きく異なるのは、産業界
の参加だ。5Gが実現する高速で低遅延
のモバイル・ネットワークは、自動車、製
造、医療などさまざまな業界がそのメ
リットを享受すると言われている。会期
中、欧州連合（EU）の5Gイニシアティブ
である5GPPP（5G Public-Private 

Partnership）は製造、自動車、eヘル
ス、エネルギー、メディアとエンターテイ
メントという5業界との協業結果に関す
るレポートを発表した。EUでデジタル経
済・社会担当委員を務めるギュンター・
ヘルマン・エッティンガー（Günther H. 

Oettinger）氏は、技術と経済の両方で
自動車業界と共通の認識を持っている
として、協業が順調に進んでいることを
アピール。レポートはモビリティ（速度）、
データレート、遅延、密度、信頼性、位置
情報の精度、カバレッジの7つについて
5業界の要件レベルをまとめており、今
後これら産業界のニーズをどのように取
り込んでいくかが注目される。
　欧州ではドイツ政府が推進する「イン
ダストリー4.0」など、通信とITの融合が
オートメーションを大きく進化させること
が期待されており、5Gはその土台技術と
位置付けられている。だが、5Gの商用
サービスについては、2018年の冬季平昌
オリンピックでプリスタンダードの5Gを開
始すると見られる韓国、2020年の夏季東
京オリンピックで商用サービスが始まる
予定の日本など、韓国、日本、米国など
が先行することが見込まれる。エッティン
ガー氏は4Gに続き5Gでも欧州が出遅れ
ることへの危機感を示し、2 0 2 0年の
UEFA（欧州サッカー連盟）欧州選手権が

5Gを披露する格好の場となるのでは、と
提案する場面もあった。
　産業界の中でも自動車業界はここ数
年MWCでの存在感を増している。今年
は、初日の基調講演にフォードのCEO

マーク・フィールズ（Mark Fields）氏が
登場、第3世代の車載インフォテイメント
システム『F o r d  S y n c』を発表した。
フィールズ氏は車、接続性、デジタル・
サービスの融合を強調し、“自動車”カン
パニーから“自動車とモビリティ”カンパ
ニーを目指すと語った。
　グーグルが自動運転車の実験を行い、
アップルが自動車に参入かと言われるな
ど、デジタルとインターネットによりこれ
までの産業の区分けが壊れつつある。既
存の自動車メーカーは、自らの変革なし
には新規参入のプレーヤーに駆逐され
るという恐れがあるのかもしれない。

　メイン・プログラムの今年のスターは、
F1ドライバーのルイス・ハミルトン（Lewis 

Hamilton）選手だろう。ハミルトン選手
は所属するメルセデス AMGペトロナスの
執行ディレクター パディ・ロウ（Paddy 

Lowe）氏、協業するクアルコムの社長デ
レク・アベール（Derek Aberle）氏とともに
2日目の基調講演に登場し、コネクテッド

カーや自動運転などについて話した。
　ハミルトン選手は自動運転車により自
分の仕事がなくなることは当分はないだ
ろうと笑ったが、ICTのメリットは実感し
ているという。ステージでは、クアルコム
がチームに導入したWi-Fiベースの通信
システムにより、これまで20分かかって
いたという重要なデータ（タイヤの温度
など）の取得が瞬時に得られるように
なったと喜ぶ。このようなデータの効果
的な利用や最適化が進めば「勝敗が分
かれるだろう」と予想し、情報武装がカー
レースの世界でも進んでいることをうか
がわせた。
　欧州では2018年より新たに販売する
車に通信システムの搭載と緊急通報シ
ステム「eCall」への対応が義務付けられ
ることが決定しており、MWCを主催する
G S M Aは自動運転車は2 0 3 0年には
4,400万台に達すると予想している。クア
ルコムのアベール氏によると、2015年に
販売された車のうち、約3分の2がBlue-

toothを搭載していたとのこと。「LTE接
続ができる車や、Wi-Fiでホットスポット
化した車も増える」と述べ、「車はモバイ
ル・プラットフォームになる」と予想した。

　5Gに関連してもうひとつ各社が力を

入れて展示していたのが「ネットワーク・
スライシング」だ。
　NFVによるコア・ネットワークの仮想
化の次のステップとして、物理層をスラ
イシングして専用のネットワークを作っ
たり、大規模なIoT向け、低遅延に特化
したものとニーズに合わせたネットワー
クを構築できる手法として紹介されてい
た。ネットワーク仮想化の商用化に向け
開発に着手したことを発表したNTTドコ
モ、それにSKテレコムなどの通信事業者
やベンダー各社で展示があった。ファー
ウェイは、ドイツ・テレコムと行った実験
を披露した。コントロール・プレーンと
ユーザー・プレーンの分離とコア・ネット
ワークのモジュール化によるエンド・
ツー・エンドのスライシングとなり、柔軟
なネットワーク構築が可能になりつつあ
ると予感させた。
　クラウドも盛り上がりを見せてきた。
エリクソンはパブリック・クラウド最大手
のアマゾン ウェブ サービス（AWS）との
提携を発表、通信事業者のITのクラウ
ド化をAWSとともに推進していくと意気
込む。ファーウェイはクラウドに特化し
た「OpenCloud」コーナーをブース内に

設け、サーバー、ストレージなどのITイン
フラ・ハードウェアを持つ強みを生かし、
ITとCTの両方でクラウドへの移行を支援
するとアピール。OpenStackベースのク
ラウド基盤『FusionSphere』を中核に、
通信事業者のパブリック・クラウド展開
を支援する。同社がドイツ・テレコム向け
に構築したパブリック・クラウドは3月に
提供を開始し、事業者にとって新しい収
入源となることが期待される。

　このように、今年は新しい技術の登場
というより既存の技術やコンセプトの成
熟を思わせたが、免許不要の周波数帯
（アンライセンス・バンド）の利用も同様
だった。
　5GHz帯など免許不要周波数帯を活用
したキャパシティ増の手法として、LAA

（License Assisted Access）が2015年
に大きな注目を集めた。LAAはRelease 

13で下り技術が入ることが決まっており、
続くRelease 14では上り技術にも拡大す
る。クアルコムのブースでは上りのLAAを
eLAA （Enhanced Licensed Assisted 

Access）として、Wi-Fiの性能に影響を
与えていないことを示すデモを見せた。
なお、日本では電波干渉を防ぐ目的で
「Listen Before Talk（LBT）」が規制で
義務付けられており、そのままではLAA

を実装できない。Release 13が出た後
で総務省が制度の整備に入ることが期
待されている。
　LAAではLTE、つまり免許が必要な周
波数帯がセットになるが、アンライセン
ス・バンドだけでLTEネットワーク構築を
可能にする技術としてM u l t e F i r eが
2015年末に立ち上がっており、MWC会
期中に推進団体が公式に発表された。
設立メンバーであるクアルコムとノキア、
それにエリクソンなどのブースで展示が
見られた。

　前述のとおり3年連続で基調講演に
登壇したFacebookのザッカーバーグ
氏は、TIP（Telecom Infra Project）を
発表した。
　ザッカーバーグ氏は毎年、基調講演
の場でInternet.orgをアピールする。「す
べての人がインターネットに接続できる
ようにすること」をミッションに掲げ、途
上国向けに安価にインターネットを提供
する取り組みだ。ここで同社は事業者、
ネットワーク・インフラ・ベンダーらと組ん
で、Facebookや地元のサービスなど一
部のウェブサイトに無償でアクセスでき
る『Free Basics』、短期にインターネッ
ト・カバレッジを拡大する『E x p r e s s  

Wi-Fi』などを展開している。『Free Ba-

sics』は直前にインドでネットワーク中立
性に反するとして禁止されたが、これに
ついてザッカーバーグ氏は「残念だ。だ
が国により異なる」として、今後も他国で
同サービスの提供を続ける意思を明ら
かにした。「Internet.orgは発足以来、
38か国で展開しており1,900万人がイン
ターネットに接続できるようになった。こ
れは最初のステップとしては、かなり評
価できる」と胸を張る。
　TIPはInternet.orgの最新の取り組み
となる。同社はすでにOCP （Open Com-

pute Program）として、データセンター
の仕様をオープンソースとして公開し、
誰もがこの仕様を土台にデータセンター
を構築できるようにした。このプログラム
により、Facebookだけでも20億ドル（約
2,260億円※）のコスト削減を実現してい
るという。TIPはこれを通信インフラに拡
大するものとなり、「インフラ構築の効率
を改善して事業者がコストを下げること
ができれば、コンシューマーに利益を還
元し、安価なデータプランにつながる」と

期待を寄せる。
　Facebookが会期中発表した年次レ
ポートによると、インターネットにアクセ
スできる人は2014年の29億人から2015

年には32億人に増え、アクセスできない
人は43億人から41億人に減った。成果
は見られるものの、ザッカーバーグ氏は
「国連が掲げる『2020年までにすべての
人々がインターネットにアクセスできる』
という目標をわれわれは達成できないだ
ろう」と述べる。そして、「4Gは人、5Gは
モノ」としてIoTに向けて急ぐ業界に対
し、人の接続はまだ達成されていないと
釘を刺す。「少し残念に思っている」と
ザッカーバーグ氏は切り出し、「すでにア
クセスできる人にさらに高速な技術を提
供するだけでなく、世界のすべての人に
インターネットを提供するという任務を
果たしてほしい。われわれはそのために
できる支援をInternet.orgで行ってい
く」と述べると、会場からは大きな拍手が
起こった。
　MWCの今年のテーマは「Mobile is 

Everything」。あらゆる人とモノがつな
がるという世界を、業界は現実にできる
のだろうか。

自動車業界はモビリティを追求

5Ｇへ――進化の道程
LTEを活用する
IoT規格「NB-IoT」

ファーウェイの輪番CEO、郭平氏は「5Gを待たずに取り組むべきこと」を提言（写真：GSMA）

上段：クアルコム（左）やSKテレコム
（右）のブースにもVRコーナーが設け
られ、来場者の注目を集めた
 下段：FacebookのCEO、マーク・ザッ
カーバーグ氏がFacebookに投稿した
サムスンの発表会でのワンシーン。
SNSで瞬く間に広まった（写真：Face-
book/Mark Zuckerberg）

ファーウェイは4.5Gを前面に打ち出す

左：5GPPPのプレス発表会では産業界のコラボレーションが発表された。EUのエッティンガー委員（左端）をはじめ、
ベンダーや欧州の事業者のトップが集まった
右：フォードのCEO、マーク・フィールズ氏はモビリティを強調（写真：GSMA）

HUAWAVE 21 ／ P04.05



/ APR. 201606 / APR. 2016 07

F E A T U R E  S T O RY  0 1 M O B I L E  W O R L D  C O N G R E S S  2 016

　今年のMWCは2月22日から4日間。事
前登録の時点で昨年を上まわる9万
5,000人といわれていたが、会場のフィラ・
グラン・ヴィアには世界204か国から過去
最高となる10万1,000人の参加者が押し
寄せた。直前にバルセロナ市交通当局で
ある都市輸送公社がスト決行を発表、初
日から3日間地下鉄とバスの間引き運転
が行われた。それでも大きな事件もなく、
参加者は郊外にあるフィラに足を運んだ。
　今年は10万平方メートルの展示ス
ペースに2,200社がブースを構えた。注
目は、やはり端末メーカーがひしめく
ホール3だろう。MWCでは例年前日に端
末メーカー数社が新製品を発表するが、
今年はサムスン、ファーウェイ、L G、
ZTEなどが市内で発表会を開催したほ
か、ソニー、レノボなども会期中に最新
機種を発表した。
　似たり寄ったりと言われるAndroidス
マートフォンだが、各社の発表した製品
からは、オリジナリティを出そうという試
みが感じられた。たとえばLGは、フラッ
グシップの『LG G5』を発表したが、その
特長は“モジュラー・スマートフォン”だ。
モジュラー式はGoogleの『Project Ara

（プロジェクト・アラ）』などいくつかの取
り組みが進んでおり、ニッチではあるもの
の動向が注目される分野だ。『G5』の場
合、バッテリー部分を外してカメラ、ハイ
レゾ対応Hi-Fi DAC（Digital-to-Ana-

log Converter：デジタル・アナログ変換
機）を装着できる。

　ソニーは最新のスマートフォン『Xpe-

ria X』『Xperia X Performance』など3

機種を発表、スペックを追求するのでは
なく、デザインとソフトウェアによる使い
やすさに軸足を移した。同時に発表した
スマート・イヤフォン『Xperia Ear』など周
辺機器にも『Xperia』ブランドを拡大し、
ユーザーの環境に溶け込むデジタル・ラ
イフ観を示した。このほか、サムスンは今
年も最新のフラッグシップ『Galaxy S7』
『Galaxy S7 edge』を、ZTEも『Blade 

V7』を発表した。
　そんな中、シェア3位のファーウェイは
スマートフォンでもスマートウォッチでも
なく、2-in-1型のWindows 10タブレット
『MateBook』を発表した。画面は12イン
チながら、サイズ278.8×194.1×6.9ミリ
メートル、重さ640グラムとコンパクト。
プレゼンのページ送りやポインターに使
えるスタイラス・ペンも付属し、「Busi-

ness 3.0」の実現を謳っている。マイクロ
ソフトの『Surface Pro』対抗と位置付け
られるビジネス向けの仕様だが、電源ボ
タンと指紋認証センサーを側面に配する
など、既存のPCメーカーとは異なるアプ
ローチで、新しい端末を求めるビジネス
ユーザーに訴求する。「現在のPCは、コン
シューマーのニーズを満たしていない」と

コンシューマー事業CEOの余承東（リ
チャード・ユー）氏は述べた。
　このようにスマートフォンで知られる
ファーウェイがPC市場に参入する一方、
PCメーカーのHPはWindows 10スマー
トフォン『HP Elite x3』を発表するなど、
“モバイル”の境界線があいまいになった
ことを感じさせた。端末側では中国市場
を中心に展開するシャオミが会期中、欧
州で初めて製品発表会を行った点も興
味深い。

　 IDCの推計によると、世界スマート
フォン市場は2015年に成長率9.8％と
初めて1桁成長へとダウンした。各社は
成熟市場で生き残りをかけており、昨年
まではその戦略がスマートウォッチ、ウェ
アラブルに集中していた。だが、今年は
上記のように幅が広がった印象がある。
そして、デバイス側ではもうひとつ、VR

（Virtual Reality：仮想現実）への期待
をあちこちで感じることができた。
　サムスンの『Galaxy S7／S7 edge』の
発表会でも、影の主役はVRだったといっ
てよいだろう。同社の『G e a r  V R』は
Facebook傘下のオキュラス（Oculus）

と共同開発した製品で、発表会では
Facebookの共同創業者兼CEOマーク・
ザッカーバーグ（Mark Zuckerberg）氏
がサプライズ出演し、「ソーシャル・メディ
アのプラットフォーム」としてのVRの重要
性をアピールした。なお、会場ではプレ
スに1人1台『Gear VR』が貸し出され、司
会者の指示のもと全員が同ヘッドセット
を装着している間、ザッカーバーグ氏が
悠々と会場の通路を通る姿が自身の
Facebookページに掲載された。この写
真は、「これがわれわれの将来なのか？」
と物議を醸し、ソーシャル・メディアなど
で瞬時に広まった。
　ザッカーバーグ氏は初日のMWCのメ
イン・イベントでも基調講演を行い（後
述）、テキスト、写真、動画、と共有のた
めの媒体が進化してきた歴史を振り返っ
た。現在、Facebook上で360度動画を
閲覧する人は1日100万人以上といい、
VRの時代が近づきつつあることを予言し
た。一方で、このようなリッチなコンテン
ツの潜在需要を満たすためには「高速な
5Gネットワークが必要」と述べ、「VRは
5Gのキラーアプリになると期待してい
る」とコメントした。
　このほか、会場では『HTC Vive』の

価格を発表しVR一色だったHTCをはじ
め、サムスンは『Gear VR』によるジェッ
トコースター体験、SKテレコムは海中
体験、地元のカタルニア地方観光局は
観光地体験など、あちこちでVR体験
コーナーが設置され、連日長蛇の列が
できていた。

　ネットワーク側では、昨年に続き5Gが
キーワードとなった。2015年よりMWC

で5G通信のデモを行っているエリクソン
は、今年もNTTドコモと行っている実験
を披露した。実験は現在フェーズ2とな
り、昨年と同様に15GHz帯を利用し、
Massive MIMOアンテナ技術などの利
用により帯域幅は800MHzに。1台は移
動、1台は固定と2台の端末を用い、ビー
ム追従を行うことで合計速度は昨年の
約5倍の25Gbps程度に達していた。
　アルカテル・ルーセントの買収が完了
し、歴史あるベル研究所を手に入れたノ
キアも、15GHz帯を利用した5G通信を
披露した。ノキアは単に速度を見せるの
ではなく、用途としてVRをデモ。インスト
ラクターと生徒がそれぞれVRを装着し
てコラボレーションする、という利用例を

見せた。速度は5Gbps程度だったが、フ
ルでシステムを動かすと倍の10Gbps程
度に達するとのことだった。
　ファーウェイは上海にあるラボで行っ
ている5G通信の実験を展示し、画面で
は20Gbps以上のスループットを達成し
ていた。一方、同社は4Gから5Gへの進
化過程における現実的な速度対策、遅
延対策として、昨年に引き続き「4.5G」を
打ち出している。これは2015年10月に
3GPPで「LTE-Advanced Pro」として
Release 13に入ることが決定した技術
で、ファーウェイのブースでは、Massive

キャリアアグリゲーション、Massive  

MIMO、256QAMにより1Gbps以上の速
度を実現すると解説していた。これによ
り、VR、HD Voice、HD Videoなど同社
が「Experience 4.0」と呼ぶ体験が可能
になるという。すでに2015年末にノル
ウェーのテリアソネラとライブ・ネットワー
クにおける4.5Gのデモに成功しており、
今年はローンチ・ラッシュになるとファー
ウェイは見込む。

　ファーウェイが4.5Gをプッシュする理
由は、速度や低遅延だけではない。
NB-IoTがある。NB-IoTは10年以上の
バッテリー持続時間、カバレッジ、低い
総所有コスト（TCO）などを特長とする
IoT通信技術だ。
　初日のメイン・プログラムのステージに

立ったファーウェイの輪番CEO、郭平
（グォ・ピン）氏は、「5Gを待たず、すぐに動
き始めなければならない」と呼びかけた。
差し迫っているのは I o Tのニーズだ。
ファーウェイは「2025年には1,000億の人
とモノがネットワークにつながるが、その
うち人の接続は1割に過ぎない」という予
測を立てており、IoT時代に向けて「4.5G

がまずはデジタル革命の土台の技術にな
る」と郭氏は強調した（巻頭メッセージ参
照）。ファーウェイはボーダフォンなどと
NB-IoTを推進するNB-IoTフォーラムも
立ち上げており、会期中に同フォーラム
初のサミットを開催している。
　IoT用の通信としては、同じく3GPPで
作業が進んでいるeMTCをエリクソンが
デモしていた。LTE-MはNB-IoTより高速
な通信が可能であるなど特長が異なるた
め、用途も異なるとされる。
　ファーウェイのビジネス＆ネットワー
ク・コンサルティング部門プレジデント、
ポール・スカンラン（Paul Scanlan）氏
はNB-IoTの推進について、「いますぐIoT

をスタートしたいというニーズを受けて
のもの」と説明するが、その背景には、
I oT専用としてLPWA（Low Power  

Wide Area）ネットワークを独自に構築
する動きも関係がありそうだ。代表格で
あるシグフォックス（SigFox）やLoRaア
ライアンスはホール8にブースを構えて
いたが、メインから少し離れているにもか
かわらず盛況だった。シグフォックスの
広報担当は、「グローバルな（IoT向けの）

ネットワークは現在の通信事業者だけで
は構築できない」と自信を見せた。

　5Gでは速度ではなく低遅延も重要な
要素となる。今年は、低遅延が要求され
る産業ロボットを遠隔から操作する様子
を紹介したエリクソンなど、5Gの重要な
ユーザーである“モノ”用途のデモが増え
たことも印象的だった。
　標準化と利用の両方で5Gがこれまで
の通信技術と大きく異なるのは、産業界
の参加だ。5Gが実現する高速で低遅延
のモバイル・ネットワークは、自動車、製
造、医療などさまざまな業界がそのメ
リットを享受すると言われている。会期
中、欧州連合（EU）の5Gイニシアティブ
である5GPPP（5G Public-Private 

Partnership）は製造、自動車、eヘル
ス、エネルギー、メディアとエンターテイ
メントという5業界との協業結果に関す
るレポートを発表した。EUでデジタル経
済・社会担当委員を務めるギュンター・
ヘルマン・エッティンガー（Günther H. 

Oettinger）氏は、技術と経済の両方で
自動車業界と共通の認識を持っている
として、協業が順調に進んでいることを
アピール。レポートはモビリティ（速度）、
データレート、遅延、密度、信頼性、位置
情報の精度、カバレッジの7つについて
5業界の要件レベルをまとめており、今
後これら産業界のニーズをどのように取
り込んでいくかが注目される。
　欧州ではドイツ政府が推進する「イン
ダストリー4.0」など、通信とITの融合が
オートメーションを大きく進化させること
が期待されており、5Gはその土台技術と
位置付けられている。だが、5Gの商用
サービスについては、2018年の冬季平昌
オリンピックでプリスタンダードの5Gを開
始すると見られる韓国、2020年の夏季東
京オリンピックで商用サービスが始まる
予定の日本など、韓国、日本、米国など
が先行することが見込まれる。エッティン
ガー氏は4Gに続き5Gでも欧州が出遅れ
ることへの危機感を示し、2 0 2 0年の
UEFA（欧州サッカー連盟）欧州選手権が

5Gを披露する格好の場となるのでは、と
提案する場面もあった。
　産業界の中でも自動車業界はここ数
年MWCでの存在感を増している。今年
は、初日の基調講演にフォードのCEO

マーク・フィールズ（Mark Fields）氏が
登場、第3世代の車載インフォテイメント
システム『F o r d  S y n c』を発表した。
フィールズ氏は車、接続性、デジタル・
サービスの融合を強調し、“自動車”カン
パニーから“自動車とモビリティ”カンパ
ニーを目指すと語った。
　グーグルが自動運転車の実験を行い、
アップルが自動車に参入かと言われるな
ど、デジタルとインターネットによりこれ
までの産業の区分けが壊れつつある。既
存の自動車メーカーは、自らの変革なし
には新規参入のプレーヤーに駆逐され
るという恐れがあるのかもしれない。

　メイン・プログラムの今年のスターは、
F1ドライバーのルイス・ハミルトン（Lewis 

Hamilton）選手だろう。ハミルトン選手
は所属するメルセデス AMGペトロナスの
執行ディレクター パディ・ロウ（Paddy 

Lowe）氏、協業するクアルコムの社長デ
レク・アベール（Derek Aberle）氏とともに
2日目の基調講演に登場し、コネクテッド

カーや自動運転などについて話した。
　ハミルトン選手は自動運転車により自
分の仕事がなくなることは当分はないだ
ろうと笑ったが、ICTのメリットは実感し
ているという。ステージでは、クアルコム
がチームに導入したWi-Fiベースの通信
システムにより、これまで20分かかって
いたという重要なデータ（タイヤの温度
など）の取得が瞬時に得られるように
なったと喜ぶ。このようなデータの効果
的な利用や最適化が進めば「勝敗が分
かれるだろう」と予想し、情報武装がカー
レースの世界でも進んでいることをうか
がわせた。
　欧州では2018年より新たに販売する
車に通信システムの搭載と緊急通報シ
ステム「eCall」への対応が義務付けられ
ることが決定しており、MWCを主催する
G S M Aは自動運転車は2 0 3 0年には
4,400万台に達すると予想している。クア
ルコムのアベール氏によると、2015年に
販売された車のうち、約3分の2がBlue-

toothを搭載していたとのこと。「LTE接
続ができる車や、Wi-Fiでホットスポット
化した車も増える」と述べ、「車はモバイ
ル・プラットフォームになる」と予想した。

　5Gに関連してもうひとつ各社が力を

入れて展示していたのが「ネットワーク・
スライシング」だ。
　NFVによるコア・ネットワークの仮想
化の次のステップとして、物理層をスラ
イシングして専用のネットワークを作っ
たり、大規模なIoT向け、低遅延に特化
したものとニーズに合わせたネットワー
クを構築できる手法として紹介されてい
た。ネットワーク仮想化の商用化に向け
開発に着手したことを発表したNTTドコ
モ、それにSKテレコムなどの通信事業者
やベンダー各社で展示があった。ファー
ウェイは、ドイツ・テレコムと行った実験
を披露した。コントロール・プレーンと
ユーザー・プレーンの分離とコア・ネット
ワークのモジュール化によるエンド・
ツー・エンドのスライシングとなり、柔軟
なネットワーク構築が可能になりつつあ
ると予感させた。
　クラウドも盛り上がりを見せてきた。
エリクソンはパブリック・クラウド最大手
のアマゾン ウェブ サービス（AWS）との
提携を発表、通信事業者のITのクラウ
ド化をAWSとともに推進していくと意気
込む。ファーウェイはクラウドに特化し
た「OpenCloud」コーナーをブース内に

設け、サーバー、ストレージなどのITイン
フラ・ハードウェアを持つ強みを生かし、
ITとCTの両方でクラウドへの移行を支援
するとアピール。OpenStackベースのク
ラウド基盤『FusionSphere』を中核に、
通信事業者のパブリック・クラウド展開
を支援する。同社がドイツ・テレコム向け
に構築したパブリック・クラウドは3月に
提供を開始し、事業者にとって新しい収
入源となることが期待される。

　このように、今年は新しい技術の登場
というより既存の技術やコンセプトの成
熟を思わせたが、免許不要の周波数帯
（アンライセンス・バンド）の利用も同様
だった。
　5GHz帯など免許不要周波数帯を活用
したキャパシティ増の手法として、LAA

（License Assisted Access）が2015年
に大きな注目を集めた。LAAはRelease 

13で下り技術が入ることが決まっており、
続くRelease 14では上り技術にも拡大す
る。クアルコムのブースでは上りのLAAを
eLAA （Enhanced Licensed Assisted 

Access）として、Wi-Fiの性能に影響を
与えていないことを示すデモを見せた。
なお、日本では電波干渉を防ぐ目的で
「Listen Before Talk（LBT）」が規制で
義務付けられており、そのままではLAA

を実装できない。Release 13が出た後
で総務省が制度の整備に入ることが期
待されている。
　LAAではLTE、つまり免許が必要な周
波数帯がセットになるが、アンライセン
ス・バンドだけでLTEネットワーク構築を
可能にする技術としてM u l t e F i r eが
2015年末に立ち上がっており、MWC会
期中に推進団体が公式に発表された。
設立メンバーであるクアルコムとノキア、
それにエリクソンなどのブースで展示が
見られた。

　前述のとおり3年連続で基調講演に
登壇したFacebookのザッカーバーグ
氏は、TIP（Telecom Infra Project）を
発表した。
　ザッカーバーグ氏は毎年、基調講演
の場でInternet.orgをアピールする。「す
べての人がインターネットに接続できる
ようにすること」をミッションに掲げ、途
上国向けに安価にインターネットを提供
する取り組みだ。ここで同社は事業者、
ネットワーク・インフラ・ベンダーらと組ん
で、Facebookや地元のサービスなど一
部のウェブサイトに無償でアクセスでき
る『Free Basics』、短期にインターネッ
ト・カバレッジを拡大する『E x p r e s s  

Wi-Fi』などを展開している。『Free Ba-

sics』は直前にインドでネットワーク中立
性に反するとして禁止されたが、これに
ついてザッカーバーグ氏は「残念だ。だ
が国により異なる」として、今後も他国で
同サービスの提供を続ける意思を明ら
かにした。「Internet.orgは発足以来、
38か国で展開しており1,900万人がイン
ターネットに接続できるようになった。こ
れは最初のステップとしては、かなり評
価できる」と胸を張る。
　TIPはInternet.orgの最新の取り組み
となる。同社はすでにOCP （Open Com-

pute Program）として、データセンター
の仕様をオープンソースとして公開し、
誰もがこの仕様を土台にデータセンター
を構築できるようにした。このプログラム
により、Facebookだけでも20億ドル（約
2,260億円※）のコスト削減を実現してい
るという。TIPはこれを通信インフラに拡
大するものとなり、「インフラ構築の効率
を改善して事業者がコストを下げること
ができれば、コンシューマーに利益を還
元し、安価なデータプランにつながる」と

期待を寄せる。
　Facebookが会期中発表した年次レ
ポートによると、インターネットにアクセ
スできる人は2014年の29億人から2015

年には32億人に増え、アクセスできない
人は43億人から41億人に減った。成果
は見られるものの、ザッカーバーグ氏は
「国連が掲げる『2020年までにすべての
人々がインターネットにアクセスできる』
という目標をわれわれは達成できないだ
ろう」と述べる。そして、「4Gは人、5Gは
モノ」としてIoTに向けて急ぐ業界に対
し、人の接続はまだ達成されていないと
釘を刺す。「少し残念に思っている」と
ザッカーバーグ氏は切り出し、「すでにア
クセスできる人にさらに高速な技術を提
供するだけでなく、世界のすべての人に
インターネットを提供するという任務を
果たしてほしい。われわれはそのために
できる支援をInternet.orgで行ってい
く」と述べると、会場からは大きな拍手が
起こった。
　MWCの今年のテーマは「Mobile is 

Everything」。あらゆる人とモノがつな
がるという世界を、業界は現実にできる
のだろうか。

コネクテッドカーは
レースの世界にも

SDN、NFVから
ネットワーク・スライシングへ

免許不要帯のみで
ネットワーク構築、
「MulteFire」が発足

すべての人に
インターネットを――
ザッカーバーグ氏の
呼びかけに拍手

PROF ILE

I C Tを専門とするフリーランス・ライター／
ジャーナリスト。ウェブ・メディアの記者を経て
フリーとなり、現在は『ITmedia』『ASCII.jp』『マ
イナビニュース』などで執筆。欧州のICT事情に
明るく、モバイルのほかオープンソースやデジタ
ル規制動向などもウォッチしている。

基調講演で自動車の未来を語ったクアルコム社長、デレク・アベール氏（左から2番目）とF1レーサーのルイス・ハミ
ルトン氏（左から3番目）（写真：GSMA）

通信事業者のクラウド化を支援するファーウェイの
「OpenCloud」

ザッカーバーグ氏は今回もInternet.orgをアピール
（写真：GSMA）

末岡 洋子（すえおか ようこ）

※1米ドル＝113円換算
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3大インターネット企業
BATのサービス

中国の“いま”が見えてくる

中国のインターネット業界を代表する3企業、百度（バイドゥ）、阿里巴巴（アリババ）、騰訊（テンセント）。
3社の頭文字を取ってBATと称され、その急成長ぶりで世界から注目を集めています。3社はそれぞれ
検索エンジン（バイドゥ）、EC（アリババ）、SNS（テンセント）と異なるサービスを主力事業に成長し、
いずれも中国では人々の生活に欠かせない存在です。今号のHuaWaveでは、中国のインターネット・
ユーザーがBATのサービスをどのように利用して情報収集、情報共有、購買をしているのか、とくに
日本との接点をクローズアップして探っていきます。 HuaWave編集部（P8～12）、山谷剛史（P12～13）

FEATURE STORY 02

Baidu Alibaba Tencent
バイドゥ アリババ テンセント

検索エンジン『百度』 C2C ECサイト『淘宝（タオバオ）』
B2C ECサイト『天猫（Tモール）』

SNS『微信（WeChat）』
アクティブ・ユーザー数

約4.4億人／月

ページビュー

約60億PV／日

約25億回／日

平均検索回数

アクティブ・バイヤー数（2015年12月現在）

4.1億人／年

2015年総取引額

2   9,500
（約59兆円※）

兆 億人民元

登録アカウント数

アクティブ・ユーザー数

11億

約6.5億人／月

中国
のイン

ターネット・ユーザー数

携
帯
電

話で
インタ

ーネットを利用している
人

6億8,826万人

6億1,981万人
（90.1%）

携帯電話だけで
インターネットを
利用している人

1億2,700万人
（18.5%）

雲南省
37.4%

四川省
40.0%

新疆
ウイグル族
自治区
54.9%

広東省
72.4%

上海
73.1％

北京

76.5%

全国の
インターネット
利用率

50.3%

インターネット利用は国民の約半数に普及しているが、
都市部と地方部の差が大きい

CNNIC（中国インターネット情報センター）
『中国インターネット発展状況統計報告（2016年1月）』より

インバウンドのこれからを映し出す
バイドゥの訪日観光客向けサービス

2000年に北京で設立。中国市場シェア約7割を占める検索エンジン『百度』を中核に、
アンドロイド・アプリストア『百度応用（バイドゥ・インヨン）』、オンライン百科事典『百度
百科（バイドゥ・バイク）』、地図サービス『百度地図（バイドゥ・ディトゥ）』、知識共有サイ
ト『百度知道（バイドゥ・ジーダオ）』、旅行情報ポータルサイト『百度旅游（バイドゥ・ルー
ヨウ）』、旅行検索サービス『去哪儿（チュナール）』、動画配信サービス『愛奇藝（アイ
チーイー）』など、幅広いオンライン・サービスを手がける。2005年にNASDAQに上場。
日本法人は2006年に設立され、百度の検索広告やインバウンド・マーケティングなど企
業向けサービスのほか、日本語入力アプリ『Simeji（シメジ）』の開発・提供も行っている。

百度（バイドゥ）

　百度が提供する多岐にわたるサービ
スは、日本旅行の計画段階から旅行中、
帰国後にいたるまで、訪日観光客の情
報収集・発信のプロセスを幅広くカバー
しています（図参照）。
　「旅行の準備段階（①～②）で参照さ
れることが多いのが、『百度旅游』にユー
ザーが投稿する旅行記です。『百度旅游』
にはさまざまな旅の情報に加えて旅行記
のコーナーがあり、旅先から戻ったユー
ザーが観光地の様子や食事、購入した
商品などの写真つきで旅の思い出を詳
細につづっています。百度での検索結果
にもこうした旅行記が上がってくることが

　中国で最もよく使われている検索エン
ジン『百度』。そこで検索されるキーワー
ドには、中国でいま何が話題になって
いるのか、中国人は何に興味を持って
いるのかが、リアルタイムで反映されて
います。
　「情報検索とアプリストアという、イン
ターネットとモバイルの入り口をおさえ
ているところがバイドゥの強みです」と
語るのは、バイドゥ株式会社国際事業室
室長の髙橋大介氏です。中国から日本
を訪れる観光客が急増する中、彼らがど
のように情報収集を行っているのか、ま
たそこから見えてくるインバウンド市場
のこれからについて、同氏にお話をうか
がいました。

多く、実体験に基づいたリアルな情報と
して参考にされています」（髙橋氏）
　旅行者の生の体験が旅行記やSNS上
の投稿としてシェアされることで、日本で
の行き先、宿泊するホテル、どんなお店
で何を買うかといった旅のイメージがよ
り具体的になり、パッケージ・ツアーから
自分の興味や目的に合わせて旅程を組
み立てられる個人旅行へとシフトが進ん
でいます。昨年1年間にバイドゥの旅行
検索サイト『去哪儿』経由で発券された
日本行きの航空券は約70万件。つまり、
それだけの旅行者が自ら行先を決めて
旅行を手配していることになります。「とく
に最近は、アニメやドラマなど“クール・
ジャパン”のコンテンツに登場する地名や

店名を検索し、行ってみるといった旅行
が増えているようです。中国人の旅行と
いえば買い物と思われがちですが、実際
は日本をもっと知りたい、体験したいとい
う知的欲求が原動力になっているので
す。買い物はそのついで、というケース
がほとんどです」と髙橋氏は話します。

　ついでとはいえ、やはり買い物は欠か
せません。家族や友人からのリクエスト
も含め、何を買って帰るかを事前に買い
物リストにまとめる作業（③）では、検索
のほかに商品のスペックや価格など詳細
な情報がチェックできるECサイトも活用
されます。「アリババの『天猫（Tモール）』
『天猫国際』に出店している日本企業の
サイトや、日本のアマゾンなどが情報収
集に使われています」（髙橋氏）
　また、人気商品を知る手段として検索
ランキングも有用です。髙橋氏は「人気
商品ランキングは広告的に使われること
もありますが、バイドゥが提供している買
い物ランキングは純粋に商品名の検索
数に基づいた客観的・中立的なもので、

信頼性は高いと思います」と言います。
　さらに、微信などSNSでの情報シェアが
盛んになったことで、買い物リストの内容
がより詳細になってきているとか。「『百度』
で検索されるのは、メーカー名＋商品
ジャンルといった大まかな情報ですが、
SNSでは自分の好みや知識をみんなに
知ってほしいという動機が働くので、検索
で得た個別の商品に関する詳細な情報
を拡散する傾向にあります。それを見た
人が今度は商品名まで指定した検索をす
る、といった循環が見られます」と髙橋氏。
SNSならではの情報発信が、得られる情
報の内容にも影響しているようです。

　“旅ナカ”と呼ばれる旅行中の情報収
集に役立つサービスも、昨年から開始し
ています。そのひとつが『百度SIM』です。
訪日予定の旅行者に中国国内の旅行代
理店やウェブサイト上でSIMカードを販
売し、訪日後すぐに使える通信環境を提
供するとともに、買い物などに利用できる
クーポンを抱き合わせにすることで割引
額によって通信料金を実質無料にすると
いうものです。

知的欲求が原動力

④日本で観光・買い物
（通信環境の準備、追加で情報収集）

③買い物リストの作成

▶訪日観光客の情報収集プロセス

▶中国人観光客数の推移

日本政府観光局（JNTO）のデータより
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インバウンドのこれからを映し出す
バイドゥの訪日観光客向けサービス

　また、今年の春節（旧正月）シーズン
に合わせ、中国で人気の地図サービス
『百度地図』に日本地図を追加しました。
これには今後、店舗に近づいたらその店
の情報を表示するといったビーコンを利
用したプッシュ型広告の展開などを計画
しています。
　もうひとつは、企業や店舗と提携し、
検索ランキング上位の商品に「百度ラン
キング1位」をアピールするロゴを添付す
る『百度クレジット』です。「まだ始まった
ばかりですが、店頭で購買を促す最後の
一押しとして期待されています。ファッ
ション業界の企業を中心に、多く引き合
いをいただいています」（髙橋氏）
　これらのサービスは開始から日が浅
く、本格的な展開はこれからになると髙
橋氏は言います。「クーポンやビーコン、
クレジットの導入店舗から得られる購買
データと、百度が持つオンラインのデー
タを連動させて分析すれば、いろいろな
施策に発展させていけるでしょう。旅行
中に日本のリアル店舗で購入した商品を
帰国後にプッシュし、越境ECにつなげる
など、より精度の高いマーケティングを
実現したいと考えています」

バイドゥ株式会社国際事業室室長 髙橋大介氏

百度SIM、百度、
百度地図、百度クレジット

百度日本旅游購物排行榜
（買い物ランキング）、

ECサイト（天猫、天猫国際、
アマゾン・ジャパンなど）

百度

①中国で情報収集 ②旅行の比較検討・決定

百度旅游、去哪儿

⑤日本で情報発信

百度旅游、QQ、微信

⑥帰国後に情報発信

QQ、微信

※1人民元＝20円換算
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アリババ株式会社社長室 事業支援担当部長
赤塚保則氏

　中国は日本や米国と比べてもEC（電子
商取引）利用率がきわめて高い巨大なEC

市場となっています。これを牽引してきた
のが、『淘宝（タオバオ）』と『天猫（Tモー
ル）』を運営するアリババです。ここ数年、
中国では11月11日を「シングル・デー」と
称し、独身者が1人でオンライン・ショッ
ピングを楽しむことから転じて、オンライ
ン・ショッピングの日として各社が一大
セールを実施する習慣が定着してきまし
た。昨年のシングル・デーには1日だけで
『淘宝』『天猫』あわせてオーダー数4億
6,700万件、総取引高は912億人民元（約
1兆7,600億円※）にも上りました。
　さらに最近注目を集めているのが、中
国国内から海外の商品を購入する「海淘
（ハイタオ）」＝越境ECです。中でも日本
は人気の購入先で、経済産業省の推計
では2015年の日本から中国への越境EC

取引額は8,006億円で、今後も大きく成
長を続けることが見込まれています（グ
ラフ参照）。アリババは越境ECに特化し
たECサイトとして2014年に『天猫国際』
をスタート。個人向けの国際商取引促
進のため関税率と通関手続きを緩和し

た「保税区制度」を活用して世界各国の
企業が同サイトに出店しており、開始か
ら2年目となった昨年の取引額は初年度
から179％増加しました。
　こうした勢いのある越境ECで、中国人
消費者はどんな製品をどのように買い求
めているのでしょうか。日本企業の『天猫
国際』出店をサポートするアリババ株式
会社の社長室事業支援担当部長 赤塚
保則氏にうかがいました。

　中国EC最大のイベントとなるシング
ル・デーも、グローバル化が進んでいま
す。『天猫国際』設立後2度目のシング
ル・デーとなった昨年は、出店企業が初
年度の経験を生かし入念に準備して臨
めたこともあり、大きく取引額を伸ばし
ました。
　「米国のナッツ類、ドイツやオーストラ
リアの大人向け粉ミルク（脱脂粉乳）、
韓国の化粧品など、通常の人気製品が
大幅に値下げされ、よく売れました。越
境ECの場合はシングル・デーでも特別
に大きな買い物をするわけではなく、普
段から売れているものが爆発的に売れ
るという特徴があります」と赤塚氏。
　越境ECにおける日本製品へのニーズ
は高く、とくに食品や化粧品、ベビー用
品など安全性が重視される製品が購入
されています。また、複数の商品をまとめ
たセットや福袋もお得感があり人気を集
めています。最初のうちは商品の種類を
絞っていた出店企業も、経験を重ねるに
つれて売れ筋商品や在庫を精確に予測
できるようになり、製品ラインナップを広
げられるようになってきたと言います。

　赤塚氏は、「市場が成熟しはじめ、越境
ECでも国内ECと同様に多様なユーザー
に向けたマーケティングができる段階に
来ていると感じます。消費者の目も厳しく
なって、出店さえすれば売れるという状
況ではなくなり、中国ECユーザーの購買

行動に合わせた施策が必要になっていま
す」と語ります。
　「中国ECで最も重要な要素がカスタ
マー・サポートです。日本のカスタマー・
サポートはアフター・サービスが中心で
すが、中国では購入前の問い合わせが9

割を占めます。商品の機能やデザインな
どについて事細かな質問がチャットで寄
せられるので、サポート担当者には幅広
い製品知識が求められます。また、国内
の多くのEC店舗では早朝から深夜まで
長時間チャットを受け付けているため、
日本企業が出店する際にも同様の対応
が期待されます」（赤塚氏）
　サイトにはきわめて詳細な製品情報を
掲載し、商品画像にはあらゆる角度から
撮影した写真を使うといった工夫も必要
です。とくに越境ECでは“日本品質”への
こだわりを持って厳選した買い物をする
ユーザーが多く、購買の判断材料として
より詳しい情報が要求されます。
　「日本はサービスの水準が高いと言わ
れますが、中国のECユーザーの期待は
それ以上と言えるでしょう。日本市場向
けのECサイトに直接誘導するだけでは、
こうした中国人ユーザーのニーズには応
えられません。『天猫国際』には『淘宝』や
『天猫』で蓄積した中国ECのノウハウが
あることが強みです」（赤塚氏）

　もうひとつ注目すべき動向は、ECのモ
バイル化です。「現在、アリババのECユー
ザーの7割近くがモバイルからの利用で、
若い世代を中心に増加しています。同時
に、これまで都市部に集中していたEC利
用がモバイル化とともに地方に広がる傾
向も見られています」と赤塚氏。かつては
家庭や職場で高速回線を利用できる都
市部のユーザーがPCからECサイトにア
クセスするのが主流でしたが、スマート
フォンの普及が地方にまで拡大するにつ
れて、新たなユーザー層が取り込まれて
きました。
　こうした動きに対応し、アリババは

2014年から農村部に『農村淘宝サービ
スセンター』を開設しました。これはEC利
用に不慣れな農村の住民に対し、係員が
その場でサポートしながらオンライン・
ショッピングやチャットでの問い合わせが
できるというセンターで、現在1万2,000

以上の村に設置されています。
　また、アリババのECサイトの決済手段
として開発された『支付宝（アリペイ）』も
モバイル化で急速に利用が進み、いまや
ユーザー数は4億人、1日の取引件数は
1.2億件、利用可能な店舗は50万件と、
オンライン決済だけでなくあらゆる支払
いに利用されるようになりました。インバ
ウンド需要に対応し、日本国内でも約
200の店舗で導入されています。

　越境ECで今後の展開が期待されるの
が、医薬品の販売です。日本の医薬品は
訪日観光客にも人気のカテゴリーで、
ネット上で広まった「12の神薬」と呼ばれ
る医薬品が品切れになるほど売れたこと
も話題となりました。『天猫国際』でも日本
のドラッグストアは人気の店舗ですが、こ
れまでアリババは安全性を考慮した自主
規制として海外の医薬品の販売を禁止し
てきました。しかし昨年末の規約改正で
一部の医薬品販売を許可し、これまで日
本に行かなければ買うことのできなかった
商品が『天猫国際』で購入できるように

なったのです。現在はまだ実際に医薬品
を販売する店舗は少ないですが、メー
カーを含めて販売体制が整えば、大きな
可能性を秘めているジャンルです。
　ただし、神薬のように特定の商品が
突出して売れる傾向は薄れてきており、
「みんなが買っているから買う」という
フェーズは終わりつつあると赤塚氏は見
ています。「中国の消費者は検索やラン
キング、SNSなどさまざまなチャネルを
活用してどん欲に情報を収集し、本当に
買うべき商品、価値ある商品を見極める
ようになってきています。品質や価値を
追求するのは日本企業の得意なところ。
それを時間をかけて地道にアピールしつ
づけていくことが大切だと思います」

グローバル化が進むEC市場

モバイル化で広がるユーザー層
農村では対面でサポートも

カスタマー・サポートの9割が
購入前の問い合わせ

拡大を続ける越境ECをリード
アリババの『天猫国際』

1999年に馬雲（ジャック・マー）が浙江省杭州市で設立。企業間で製品をオンライン取引でき
るB2B プラットフォーム『Alibaba.com』で急成長し、2003年、個人出店によるC2C ECサイ
ト『淘宝（タオバオ）』を開設。2008年から『淘宝』内に企業が消費者向けに出店するオンライ
ン・ショッピングモールを立ち上げ、のちにB2C ECサイト『天猫（Tモール）』として独立させる。
『淘宝』『天猫』はそれぞれC2C、B2CのECサイトとして取引額、ユーザー数ともに中国最大と
なっている。このほか、越境ECに特化した『天猫国際』、ショッピング検索エンジン『一淘（イー
タオ）』、オンライン決済サービス『支付宝（アリペイ）』、共同購入サイト『聚劃算（ジュファサ
ン）』などEC関連を中心に幅広い事業を手がける。日本法人は2008年にソフトバンクとのジョ
イント・ベンチャーとして設立。日本企業の『Alibaba.com』『天猫』『天猫国際』への出店をサ
ポートしている。2014年にニューヨーク証券取引所に上場。

阿里巴巴集団（アリババグループ）
▶日本から中国への越境EC市場規模推計
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経済産業省商務情報政策局情報経済課『平成26年度我が国経済社会の情報
化・サービス化に係る基盤整備 （電子商取引に関する市場調査）報告書』より

　百度が提供する多岐にわたるサービ
スは、日本旅行の計画段階から旅行中、
帰国後にいたるまで、訪日観光客の情
報収集・発信のプロセスを幅広くカバー
しています（図参照）。
　「旅行の準備段階（①～②）で参照さ
れることが多いのが、『百度旅游』にユー
ザーが投稿する旅行記です。『百度旅游』
にはさまざまな旅の情報に加えて旅行記
のコーナーがあり、旅先から戻ったユー
ザーが観光地の様子や食事、購入した
商品などの写真つきで旅の思い出を詳
細につづっています。百度での検索結果
にもこうした旅行記が上がってくることが

　中国で最もよく使われている検索エン
ジン『百度』。そこで検索されるキーワー
ドには、中国でいま何が話題になって
いるのか、中国人は何に興味を持って
いるのかが、リアルタイムで反映されて
います。
　「情報検索とアプリストアという、イン
ターネットとモバイルの入り口をおさえ
ているところがバイドゥの強みです」と
語るのは、バイドゥ株式会社国際事業室
室長の髙橋大介氏です。中国から日本
を訪れる観光客が急増する中、彼らがど
のように情報収集を行っているのか、ま
たそこから見えてくるインバウンド市場
のこれからについて、同氏にお話をうか
がいました。

多く、実体験に基づいたリアルな情報と
して参考にされています」（髙橋氏）
　旅行者の生の体験が旅行記やSNS上
の投稿としてシェアされることで、日本で
の行き先、宿泊するホテル、どんなお店
で何を買うかといった旅のイメージがよ
り具体的になり、パッケージ・ツアーから
自分の興味や目的に合わせて旅程を組
み立てられる個人旅行へとシフトが進ん
でいます。昨年1年間にバイドゥの旅行
検索サイト『去哪儿』経由で発券された
日本行きの航空券は約70万件。つまり、
それだけの旅行者が自ら行先を決めて
旅行を手配していることになります。「とく
に最近は、アニメやドラマなど“クール・
ジャパン”のコンテンツに登場する地名や

店名を検索し、行ってみるといった旅行
が増えているようです。中国人の旅行と
いえば買い物と思われがちですが、実際
は日本をもっと知りたい、体験したいとい
う知的欲求が原動力になっているので
す。買い物はそのついで、というケース
がほとんどです」と髙橋氏は話します。

　ついでとはいえ、やはり買い物は欠か
せません。家族や友人からのリクエスト
も含め、何を買って帰るかを事前に買い
物リストにまとめる作業（③）では、検索
のほかに商品のスペックや価格など詳細
な情報がチェックできるECサイトも活用
されます。「アリババの『天猫（Tモール）』
『天猫国際』に出店している日本企業の
サイトや、日本のアマゾンなどが情報収
集に使われています」（髙橋氏）
　また、人気商品を知る手段として検索
ランキングも有用です。髙橋氏は「人気
商品ランキングは広告的に使われること
もありますが、バイドゥが提供している買
い物ランキングは純粋に商品名の検索
数に基づいた客観的・中立的なもので、

信頼性は高いと思います」と言います。
　さらに、微信などSNSでの情報シェアが
盛んになったことで、買い物リストの内容
がより詳細になってきているとか。「『百度』
で検索されるのは、メーカー名＋商品
ジャンルといった大まかな情報ですが、
SNSでは自分の好みや知識をみんなに
知ってほしいという動機が働くので、検索
で得た個別の商品に関する詳細な情報
を拡散する傾向にあります。それを見た
人が今度は商品名まで指定した検索をす
る、といった循環が見られます」と髙橋氏。
SNSならではの情報発信が、得られる情
報の内容にも影響しているようです。

　“旅ナカ”と呼ばれる旅行中の情報収
集に役立つサービスも、昨年から開始し
ています。そのひとつが『百度SIM』です。
訪日予定の旅行者に中国国内の旅行代
理店やウェブサイト上でSIMカードを販
売し、訪日後すぐに使える通信環境を提
供するとともに、買い物などに利用できる
クーポンを抱き合わせにすることで割引
額によって通信料金を実質無料にすると
いうものです。

検索とSNSの循環で
情報がより詳細に

“旅ナカ”データの活用に期待

　また、今年の春節（旧正月）シーズン
に合わせ、中国で人気の地図サービス
『百度地図』に日本地図を追加しました。
これには今後、店舗に近づいたらその店
の情報を表示するといったビーコンを利
用したプッシュ型広告の展開などを計画
しています。
　もうひとつは、企業や店舗と提携し、
検索ランキング上位の商品に「百度ラン
キング1位」をアピールするロゴを添付す
る『百度クレジット』です。「まだ始まった
ばかりですが、店頭で購買を促す最後の
一押しとして期待されています。ファッ
ション業界の企業を中心に、多く引き合
いをいただいています」（髙橋氏）
　これらのサービスは開始から日が浅
く、本格的な展開はこれからになると髙
橋氏は言います。「クーポンやビーコン、
クレジットの導入店舗から得られる購買
データと、百度が持つオンラインのデー
タを連動させて分析すれば、いろいろな
施策に発展させていけるでしょう。旅行
中に日本のリアル店舗で購入した商品を
帰国後にプッシュし、越境ECにつなげる
など、より精度の高いマーケティングを
実現したいと考えています」
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フリーランスライター。中国などアジア地域を中心とした海外
IT事情に強く、統計に頼らず現地人の目線で取材する手法で
一般ユーザーにもわかりやすいルポが好評。著書に『新しい中
国人～ネットで団結する若者たち』（ソフトバンク新書）、『日本人
が知らない中国インターネット市場』『日本人が知らない中国
ネットトレンド2014』（インプレスR＆D）、『中国のインターネット
史 ワールドワイドウェブからの独立』（星海社新書）がある。

山谷 剛史（やまや たけし）
1998年に広東省深圳市で設立。1999年にインスタント・メッセン
ジャー『QQ』をリリース。その後ゲーム開発や販売などを手がけ、
2011年より『微信』の提供を開始。このほか、タクシー配車アプリ『滴
滴打車（ディディ・ダーチェ）』（2015年にアリババ傘下の『快的打車
（クァイディ・ダーチェ）』と合併）や、検索エンジン『捜捜（ソウソウ）』、
マイクロ・ブログ『騰訊微博（テンセント・ウェイボー）』なども提供して
いる。2004年に香港証券取引所に上場。

騰訊（テンセント）
かんとんしょうしんせんし

　中国は日本や米国と比べてもEC（電子
商取引）利用率がきわめて高い巨大なEC

市場となっています。これを牽引してきた
のが、『淘宝（タオバオ）』と『天猫（Tモー
ル）』を運営するアリババです。ここ数年、
中国では11月11日を「シングル・デー」と
称し、独身者が1人でオンライン・ショッ
ピングを楽しむことから転じて、オンライ
ン・ショッピングの日として各社が一大
セールを実施する習慣が定着してきまし
た。昨年のシングル・デーには1日だけで
『淘宝』『天猫』あわせてオーダー数4億
6,700万件、総取引高は912億人民元（約
1兆7,600億円※）にも上りました。
　さらに最近注目を集めているのが、中
国国内から海外の商品を購入する「海淘
（ハイタオ）」＝越境ECです。中でも日本
は人気の購入先で、経済産業省の推計
では2015年の日本から中国への越境EC

取引額は8,006億円で、今後も大きく成
長を続けることが見込まれています（グ
ラフ参照）。アリババは越境ECに特化し
たECサイトとして2014年に『天猫国際』
をスタート。個人向けの国際商取引促
進のため関税率と通関手続きを緩和し

た「保税区制度」を活用して世界各国の
企業が同サイトに出店しており、開始か
ら2年目となった昨年の取引額は初年度
から179％増加しました。
　こうした勢いのある越境ECで、中国人
消費者はどんな製品をどのように買い求
めているのでしょうか。日本企業の『天猫
国際』出店をサポートするアリババ株式
会社の社長室事業支援担当部長 赤塚
保則氏にうかがいました。

　中国EC最大のイベントとなるシング
ル・デーも、グローバル化が進んでいま
す。『天猫国際』設立後2度目のシング
ル・デーとなった昨年は、出店企業が初
年度の経験を生かし入念に準備して臨
めたこともあり、大きく取引額を伸ばし
ました。
　「米国のナッツ類、ドイツやオーストラ
リアの大人向け粉ミルク（脱脂粉乳）、
韓国の化粧品など、通常の人気製品が
大幅に値下げされ、よく売れました。越
境ECの場合はシングル・デーでも特別
に大きな買い物をするわけではなく、普
段から売れているものが爆発的に売れ
るという特徴があります」と赤塚氏。
　越境ECにおける日本製品へのニーズ
は高く、とくに食品や化粧品、ベビー用
品など安全性が重視される製品が購入
されています。また、複数の商品をまとめ
たセットや福袋もお得感があり人気を集
めています。最初のうちは商品の種類を
絞っていた出店企業も、経験を重ねるに
つれて売れ筋商品や在庫を精確に予測
できるようになり、製品ラインナップを広
げられるようになってきたと言います。

　赤塚氏は、「市場が成熟しはじめ、越境
ECでも国内ECと同様に多様なユーザー
に向けたマーケティングができる段階に
来ていると感じます。消費者の目も厳しく
なって、出店さえすれば売れるという状
況ではなくなり、中国ECユーザーの購買

行動に合わせた施策が必要になっていま
す」と語ります。
　「中国ECで最も重要な要素がカスタ
マー・サポートです。日本のカスタマー・
サポートはアフター・サービスが中心で
すが、中国では購入前の問い合わせが9

割を占めます。商品の機能やデザインな
どについて事細かな質問がチャットで寄
せられるので、サポート担当者には幅広
い製品知識が求められます。また、国内
の多くのEC店舗では早朝から深夜まで
長時間チャットを受け付けているため、
日本企業が出店する際にも同様の対応
が期待されます」（赤塚氏）
　サイトにはきわめて詳細な製品情報を
掲載し、商品画像にはあらゆる角度から
撮影した写真を使うといった工夫も必要
です。とくに越境ECでは“日本品質”への
こだわりを持って厳選した買い物をする
ユーザーが多く、購買の判断材料として
より詳しい情報が要求されます。
　「日本はサービスの水準が高いと言わ
れますが、中国のECユーザーの期待は
それ以上と言えるでしょう。日本市場向
けのECサイトに直接誘導するだけでは、
こうした中国人ユーザーのニーズには応
えられません。『天猫国際』には『淘宝』や
『天猫』で蓄積した中国ECのノウハウが
あることが強みです」（赤塚氏）

　もうひとつ注目すべき動向は、ECのモ
バイル化です。「現在、アリババのECユー
ザーの7割近くがモバイルからの利用で、
若い世代を中心に増加しています。同時
に、これまで都市部に集中していたEC利
用がモバイル化とともに地方に広がる傾
向も見られています」と赤塚氏。かつては
家庭や職場で高速回線を利用できる都
市部のユーザーがPCからECサイトにア
クセスするのが主流でしたが、スマート
フォンの普及が地方にまで拡大するにつ
れて、新たなユーザー層が取り込まれて
きました。
　こうした動きに対応し、アリババは

2014年から農村部に『農村淘宝サービ
スセンター』を開設しました。これはEC利
用に不慣れな農村の住民に対し、係員が
その場でサポートしながらオンライン・
ショッピングやチャットでの問い合わせが
できるというセンターで、現在1万2,000

以上の村に設置されています。
　また、アリババのECサイトの決済手段
として開発された『支付宝（アリペイ）』も
モバイル化で急速に利用が進み、いまや
ユーザー数は4億人、1日の取引件数は
1.2億件、利用可能な店舗は50万件と、
オンライン決済だけでなくあらゆる支払
いに利用されるようになりました。インバ
ウンド需要に対応し、日本国内でも約
200の店舗で導入されています。

　越境ECで今後の展開が期待されるの
が、医薬品の販売です。日本の医薬品は
訪日観光客にも人気のカテゴリーで、
ネット上で広まった「12の神薬」と呼ばれ
る医薬品が品切れになるほど売れたこと
も話題となりました。『天猫国際』でも日本
のドラッグストアは人気の店舗ですが、こ
れまでアリババは安全性を考慮した自主
規制として海外の医薬品の販売を禁止し
てきました。しかし昨年末の規約改正で
一部の医薬品販売を許可し、これまで日
本に行かなければ買うことのできなかった
商品が『天猫国際』で購入できるように

なったのです。現在はまだ実際に医薬品
を販売する店舗は少ないですが、メー
カーを含めて販売体制が整えば、大きな
可能性を秘めているジャンルです。
　ただし、神薬のように特定の商品が
突出して売れる傾向は薄れてきており、
「みんなが買っているから買う」という
フェーズは終わりつつあると赤塚氏は見
ています。「中国の消費者は検索やラン
キング、SNSなどさまざまなチャネルを
活用してどん欲に情報を収集し、本当に
買うべき商品、価値ある商品を見極める
ようになってきています。品質や価値を
追求するのは日本企業の得意なところ。
それを時間をかけて地道にアピールしつ
づけていくことが大切だと思います」

　テンセントは、2000年代は『QQ』を、
2010年代は『微信（WeChat）』を柱に、
中国人に高い支持を得ているSNSを提
供しています。どちらもテキスト、音声、
ビデオ対応のチャット・ツールで、それぞ
れ6億人以上のアクティブ・ユーザーが
いますが、どちらかと言えば現在は『微
信』のほうに勢いがあります。
　『QQ』は中国のPCのキラーソフトとして

登場したPCベースのサービスですが、
微信はスマートフォン向けアプリとして
登場したもので、『W h a t s A p p』や
『LINE』などと同様に登録している電話
番号に紐づけて利用します。複数の人た
ちと情報をシェアするときには、『QQ』では
第三者からも見られるブログ『QQ空間』
を利用し、微信では「朋友圏」というタイ
ムラインに投稿するか、LINEのグループ
のようなクローズドなグループ・チャット
を使います。

　2000年代には誰もがPCで『QQ』の
チャットを利用しており、ハイテクが苦手
な中高年層も若い世代の家族になんとか
教わりながらPCを触ろうとしていました。
やがてより操作が簡単なスマートフォン
が普及すると、中高年層も含めさらに幅
広いユーザーが『微信』を使い始め、いま
では『微信』はすっかり時代のトレンドとな
りました。一般的には、軽い日常会話なら
『微信』、ビジネスで討論するなら昔なが
らの『QQ』という棲み分けがされています。

価値ある商品を
求めるフェーズに

PCの『QQ』、スマホの『微信』

新サービス普及の担い手

『微信』のインターフェース。チャットやタイムライン投稿のほかにも、近くにいる人を友達に追加できる機能や、
端末を振ると同時に振っている人とつながったりビーコン情報を受け取れたりというシェイク機能も充実している

学校からシニア層まで
誰もが『微信』で情報シェア

人を動かす
コミュニケーション・ツール

スマートフォンでのコミュニケーションはシニア層にも広がっている

驚異的な普及率で
人々の生活を変える
テンセントの『QQ』『微信』

　『QQ』や『微信』は、中国の消費者がPC

やスマートフォンを導入する最大の目的と
なっています。そのため、『QQ』や『微信』を
紐づけた新サービスは、ときには億単位で
一気に普及します。上述の『QQ空間』や、
『QQ遊戯』ほか『QQ』アカウントを使った
ゲーム、アリババの『支付宝』に対抗する
電子マネー『微信支付（WeChat Pay-

ment）』、微信で紅包（ホンバオ、お年玉）
を送りあう『微信紅包』などがその例です。
　QRコードのような二次元コードは当
初中国では一向に利用が進みませんでし
たが、2012年にテンセントが『微信』に
QRコード・リーダーを採用すると1年も
経たずに普及しました。店舗の店頭や広
告に掲載されているQRコードをスマート
フォンで読み取ると、店舗や企業の『微
信』の公式ページに飛び、割引などさまざ
まなサービスが受けられる仕組みで、いま
では街中のいたるところで見かけます。
　『微信支付』は『支付宝』と同じく、オン
ライン・バンキングなどによりアカウントに
お金をチャージし、店頭やネット・ショッ
プ上のQRコードにかざすだけで支払い
ができるほか、個人間での取引やグルー
プへの送金も可能です。2014年の春節
の時期にスタートした『微信紅包』は、グ
ループ宛てに送った金額をメンバー間で
分け合うというサービスで、瞬く間に大
流行となり、今年の春節には88億件もの

紅包がやりとりされました。このように、
テンセントはネットの新サービス普及の
担い手としてBATの中でもとりわけ大き
な影響力を持っています。

　こうして都市部を中心に老若男女が
『微信』を利用するようになった結果、い
まやあらゆるコミュニケーションが『微信』
に集中しています。
　学校ではプリント類は一切配らず、教
師からの連絡や宿題に関する質問のやり
とり、授業風景や学校行事の写真の配信
などが『微信』で行われるようになりまし
た。また、親族がまるごとひとつのグルー
プ・チャットに登録され、旅行の写真を
送ったり、おすすめの製品情報をシェア
したりといった使い方も出てきています。

筆者が拠点とする雲南省はインターネッ
ト利用率が全国でも最下位となっていま
すが、そんな地域でもシニア層を含めた
家族でのグループ・チャットをよく目にす
るようになりました。シニア層にスマート
フォンが本格普及して初めてとなる今年
の春節には、メディアでも「家族群（グ
ループ）」という単語を含むニュースが多
く見られました。中国青年報社会調査中
心の調査によれば、調査対象の2,000人
強のうち81.9％が『微信』で家族グループ
を作っており、70.7％が紅包を送りあい、
65.4％が『微信』によって親族の関係が
強化されたと回答しています。

　現在中国で、『微信』と『QQ』は、ライ
バル不在のSNSです。オンライン・オフラ
インを問わず「役立つ」「自慢したい」と思
う体験や情報があれば、すぐにそれを『微
信』や『QQ』でシェアするのです。日本旅
行の写真付きレポートやおすすめの日本
製品の情報も、朋友圏やグループ・チャッ
トでひんぱんに飛び交います。中国では
いわゆるステマ的なメディアの記事より
も、口コミが高く信頼されるため、『微信』
や『QQ』で拡散した情報は多くの人々を
動かします。コミュニケーション・ツールと
して生活の中に深く入り込んでいるテン
セントのサービスは、中国人の消費行動
を形づくるうえで、今後も重要な役割を
果たしていくと言えるでしょう。

※1人民元＝19.3円換算（2015年11月11日現在）
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ファーウェイは2010年より、大規模太陽光発電システム向けのパワーコンディショ
ナー（PCS）を世界市場で提供しています。ソーラーパネルで発生した直流電力を交
流電力に変換するPCSは、システム全体の発電効率を左右する重要な役割を果た
す装置です。ファーウェイは通信ネットワーク向けの電力供給技術を応用した製品
を開発し、2015年には電力容量ベースで10.5GWを出荷、市場シェアを拡大してい
ます。日本では2014年に市場に参入し、昨年から出荷台数を大きく伸ばしています。
今号の『HuaWave』では、大規模太陽光発電システムのEPC（設計・調達・
施工）サービスを提供するメガソーラー事業においてファーウェイのP C S

『SUN2000-28KTL』をご採用いただいている、大和ハウス工業株式会社 東京本店 

環境エネルギー事業部  事業部長  栄彰一氏に、同製品への評価とファーウェイと
のパートナーシップについてお話をうかがいました。

簡便な設置・管理で
高効率な太陽光発電を実現する
ファーウェイの
分散型パワーコンディショナー

大和ハウス工業株式会社 東京本店
環境エネルギー事業部  事業部長  栄彰一氏に聞く

建築業のノウハウを活用した事業多角
化のため2009年に設立、「省エネ」「創
エネ」「蓄エネ」「建物改修」の4つの環
境エネルギー・ソリューションを提案す
る。このうち「創エネ」ソリューションとし
ては、工場や倉庫、店舗などの産業向け
太陽光発電システムやメガソーラーの
建設請負・維持管理を手がけ、子会社
を含めたグループ全体の合計出力は年
間700MW（2015年）に達している。

大和ハウス工業株式会社
環境エネルギー事業部

SP E C I A L  I N T E R V I E W

編集部：どのような経緯でファーウェイの
PCSをご検討いただいたのでしょうか。
栄氏：ファーウェイについてはまったく知
識がなかったのですが、国内の展示会で
初めて製品を目にして、その性能に感心
しました。より詳しい話を聞くために、中
国の本社や工場に何度か足を運び、本
社の設備でデモを拝見しました。大規模
な工場や実験設備に驚くとともに、ファー
ウェイが中核事業の通信分野でも分散
型基地局で業界に革新をもたらしたこと、
また世界中のさまざまな環境条件下での
使用に耐えうる製品を提供してきたこと
を知り、耐久性と可用性の高い分散型
PCSの技術もその経験と実績に裏打ちさ
れたものなのだと納得できました。まずは
小規模な導入から始め、現在は3,000台
以上のPCSを全国各地のメガソーラーに
設置しています。

編集部：日本のPCS市場に新規参入し
てまもないファーウェイの製品を採用

スピーディーな施工と保守を実現
発電量も5～10％向上

編集部：太陽光発電システムのEPCには
さまざまな業種から多くのプレーヤーが
参入していますが、御社はどのように差
別化を目指していらっしゃいますか。
栄氏：ひとつの要素は「スピード」です。
施工においても管理においても、時間が
かかればそれだけ発電量のロスにつなが
ります。建設業者としての強みを生かし
てスピード感を持って建設できること、
グループ会社との連携によりO&M（運用
管理）まで一貫して提供することで、独
自の価値をお客様にご提供したいと考え
ています。分散型PCSの導入も、そのた
めの施策です。

編集部：分散型P C Sにはどのような

メリットがあるのでしょうか。
栄氏：これまでの大型PCSは自動販売機
ほどのサイズで重さも1トン近くあり、設
置場所の確保が難しく、設置作業も重
機を使った大がかりなものでした。また、
不具合が生じた際にはメーカー担当者に

現場に来てもらい、時間をかけて原因を
突き止め、修理しなければなりません。復
旧までの間、そのPCSに接続されているす
べてのパネルが影響を受けるわけですが、
大型機の場合はその数も多くなります。
　一方、ファーウェイの分散型PCSは大
型機のわずか50分の1の大きさ、重量も
50kg程度で、容易に持ち運ぶことができ
ますから、重機も基礎工事も要らず、設
置はきわめて簡単です。接続されている
パネル数が少ないので故障の影響範囲
も狭くてすみますし、故障機だけを新し
いものと交換すればすぐに復旧できます。
実際、大型機なら1週間はかかる復旧期
間が2日まで短縮されています。施工と
管理の面でこれほどのスピードを実現で
きる製品はほかにありません。

編集部：お客様もそうした利点を実感し
ていらっしゃるのでしょうか。
栄氏：はい、高く評価していただいていま
す。スピードと故障時のリスクの低さに
加え、発電量の向上も実現できるのはお
客様にとって大きな魅力です。分散構造
とマルチMPPT（次ページの図参照）に
よって発電効率が高くなるうえ、小型で
設置場所をとらない分パネルの設置面
積も増やせるので、発電量は5～10％
アップしています。

してくださった決め手は何だったので
しょうか。
栄氏：実は当初は、社内の反応は芳しく
ありませんでした。業界が違うのでこれほ
ど大きなグローバル企業だということも
知られておらず、契約にあたって保険を
かけることまで検討していたんです（笑）。
しかし、自分の目でデモを見て、さらに当
社の技術部の担当者にも現地で検証さ
せ、ファーウェイの技術力には確信を
持っていたので、必ず理解が得られるは
ずだと考えていました。この革新的な製
品を使えば他社がどこもやっていないこ
とができる、独自性を追求する当社の大
きな強みになると強調し、説得を続けま
した。結果的に、導入のメリットが成果と
して表れてきていますので、新しい試み
に挑戦した甲斐があったと思います。

編集部：御社とはファーウェイのPCS事
業が日本で始まったばかりのころからの
お付き合いとなりますが、営業やサポート

面での対応に課題はありましたか。
栄氏：最初のうちは日本語の資料がない
といった課題もあり、こちらから厳しい
要求もしましたが、それを真摯に受け止
めて迅速に対応してくれました。いまで
は投げたボールをすぐに打ち返すスムー
ズなコミュニケーションができていると
思います。

編集部：ファーウェイに対する今後のご
要望やご期待をお聞かせください。
栄氏：当社が目指す独自性とスピードを
実現できるベストなパートナーだと思っ
ています。これだけの技術力があれば、ま
だまだこの分野で伸びていけるでしょう。
システムのスマート監視ソリューションは
業界でもまだこれといった性能のものが
出てきていないので、ファーウェイも日本
市場のニーズを取り入れながら改良を
重ね、ほかにない製品を目指していって
ほしいですね。メガソーラー事業は当社
にとっても新しい領域ですから、5年後、
10年後の将来を見据えたパートナー
シップを通じてともに成長していけたらと
思っています。

『SUN2000-28KTL』

分散型PCSでは故障時の影響が小さく、迅速な復旧が可能

集中型 ●故障の影響範囲が大きい　●復旧に時間を要する　●専門技術者による修理が必要

分散型 ●故障機のみ影響　●短時間で復旧　●故障機の交換には専門技術が不要

PCS

PCS PCS PCS

停止

停止

影響あり

影響なし
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手の届く料金設定で成長

ユーザー志向と変革で
インドのデジタル化を牽引する

テレノール・インド
ノルウェーの通信事業者テレノールのインド法人であるテレノール・インド（Telenor 

India）は、現在4,800万人以上のユーザーにモバイル通信サービスを提供している。
そのうち22％がデータ通信を利用しており、同社はその割合を2017年までに50％ま
で引き上げることを目指している。テレノール・グループが掲げる「Internet for All

（すべての人にインターネットを）」という長期的な戦略目標は、昨年インド政府が発
表した「Digital India」イニシアティブにも通じるものがある。テレノール・インド
CEO（取材当時、現在はテレノール エグゼクティブ・バイス・プレジデント兼最高
マーケティング責任者）のヴィヴェク・スード（Vivek Sood）氏に、消費者のニー
ズにフォーカスした同社のモバイル・インターネット戦略について聞いた。

『WinWin』（ファーウェイ刊）編集部　リンダ・シュー（Linda Xu）

ノルウェーを本拠地とする通信事業者テレノールのインド法人。2009年にユニノール（Uninor）としてス
タートし、2015年にテレノール・インドと改称。インド国内の22の通信サービス・エリアのうち6つの区域で
事業を展開し、6区域を合わせた市場シェアは4位となっている。

Telenor India

WinWin：テレノールは2009年にインド
市場に参入して以来、どのような戦略で
事業を展開してきたのでしょうか。
スード氏：テレノールは、インドではマス・
マーケットを対象とした通信事業者とい
うポジションです。インドの通信市場は
変革のさなかにあり、ここ数年でインター
ネットが急速に拡大してきましたが、そ
の大きな要因はスマートフォンが手頃な
価格で手に入るようになったことです。
より低料金のインターネット接続に対す
る需要はますます高まっています。その
ため、当社は基本的なサービスをベスト
な品質で提供するとともに、多くのお客

様に手の届く料金設定にしていくことを
目指しており、コスト意識の高いインドの
消費者に向けて「サブス・サスタ（Sabse 

Sasta：ヒンディー語で最安の意）」とい
うブランド価値をアピールしています。
インド市場では、サービスの料金が成長
のカギとなるのです。

WinWin：2016年内に4G LTEの商用
サービス開始を計画されていますね。
スード氏：テレノールはインドの4Gでは
最前線にいると言えます。昨年、当社は
ファーウェイと協同でネットワークの大
規模なアップグレードに着手しました。未
来に向けて自らを変革するという決意を
込めて、このプロジェクトは「パリヴァー
タン（Parivartan、ヒンディー語で変革
の意）・プロジェクト」と名づけられていま
す。2017年までに2万4,000ある当社の
基地局すべてをアップグレードする計画

ものとなっています。ネットワークに加え
てITにおいても変革を進め、BSSを主軸
にクラウド技術を活用して、CRMシステ
ムをよりアジャイルでシンプルに使えるも
のにすることを目指しています。
　端末については、4 G対応スマート
フォンの価格は大幅に下がっています
が、3Gが主流のインドではまだ高価で
す。当社はファーウェイをはじめさまざま
なパートナーと協力し、消費者の真の
ニーズに合うよう端末をカスタマイズし
ています。価格面ではバンドリングや販
売奨励金なども活用していきます。
WinWin：カスタマー・サービスではどの
ような新しい取り組みをしていらっしゃい
ますか。
スード氏：多くのお客様は、問い合わせの
ためにコールセンターに電話をかけるの
は面倒だと感じています。そこで、お客様
がウェブ上で必要なサポートを自分で受
けられる高度なセルフ・カスタマー・サー
ビスの提供を進めています。同時にコー
ルセンター業務をさらにデジタル化して
いくほか、現在2,000近くある店舗の展
開もさらに強化します。店舗数を拡大す
るとともに、販売やサポートだけでなく、

で、昨年末までに5,000か所での作業を
わずか90日間で完了しました。このプロ
ジェクトでファーウェイとはマネージド・
サービスでもパートナーシップを締結し
ており、両社の契約はインドの通信業界、
またテレノール・グループ全体でも最大の

お客様に新しいテクノロジーやウェブ・ア
プリケーションの使い方を学んでいただ
ける体験型の店舗づくりをしていきます。

WinWin：「Digital India」イニシアティブ
について、テレノールとしてはどのように
お考えですか？
スード氏：当社の戦略に合致したものとし
て非常に好意的にとらえています。この
イニシアティブには、「デジタル・インフラ
の整備」「サービスのデジタル化」「デジタ
ル・リテラシーの向上」という3つの柱があ
りますが、インドが国全体でこうした目標
を達成して成長するためには、地方部に
ラスト・ワン・マイルの接続を確実に提供
することが最も重要だと考えています。今
後必要とされるのは、固定回線ではなく
モバイル接続です。インドのインターネッ
ト・ユーザーは昨年だけで40％増加しま
したが、そのうちの50％はモバイル接続
だけでインターネットを利用しています。
モバイル・インターネット・サービスをマ
ス・マーケットに普及させ、「すべての人に

インターネットを」というテレノールの目
標を実現できる大きなチャンスがあるの
です。サービスのデジタル化についても、
当社は金融、医療、教育といった分野
のモバイル向けアプリ開発に力を入れて
います。
WinWin：デジタル・リテラシーの向上
に対してはどのような取り組みをしてい
ますか？
スード氏：インドでインターネット普及の
最大の障壁となっているのは、消費者が
インターネットを自分の生活にさほど関係
ないものと思っていること、あるいはその
使い方を知らないことです。まずはイン
ターネットがなぜ必要なのか、どうやって
使えばいいのかを知ってもらわなければ
なりません。昨年4月、当社は国内各地に
GSK（Grahak Shiksha Kendras：顧客
教育ハブ）と呼ばれる情報センターを立ち
上げました。GSKではテレノールのサービ
スについて詳しく知ることができるほか、
インターネットの利点や安全な使い方を
学べるワークショップも開催しています。
2015年前半に200の販売店をGSKに改
装し、今後も増やしていく計画です。
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編集部：どのような経緯でファーウェイの
PCSをご検討いただいたのでしょうか。
栄氏：ファーウェイについてはまったく知
識がなかったのですが、国内の展示会で
初めて製品を目にして、その性能に感心
しました。より詳しい話を聞くために、中
国の本社や工場に何度か足を運び、本
社の設備でデモを拝見しました。大規模
な工場や実験設備に驚くとともに、ファー
ウェイが中核事業の通信分野でも分散
型基地局で業界に革新をもたらしたこと、
また世界中のさまざまな環境条件下での
使用に耐えうる製品を提供してきたこと
を知り、耐久性と可用性の高い分散型
PCSの技術もその経験と実績に裏打ちさ
れたものなのだと納得できました。まずは
小規模な導入から始め、現在は3,000台
以上のPCSを全国各地のメガソーラーに
設置しています。

編集部：日本のPCS市場に新規参入し
てまもないファーウェイの製品を採用

設備視察とデモで
ファーウェイの技術力を確信

10年先を見据えた
パートナーシップで
ともに成長を目指す

広東省東莞市、浙江省杭州市にあるファーウェイの
工場には、工場用発電と製品デモの用途を兼ねた太
陽光発電システムが設置されており、年間2,000kW
以上を発電している

編集部：太陽光発電システムのEPCには
さまざまな業種から多くのプレーヤーが
参入していますが、御社はどのように差
別化を目指していらっしゃいますか。
栄氏：ひとつの要素は「スピード」です。
施工においても管理においても、時間が
かかればそれだけ発電量のロスにつなが
ります。建設業者としての強みを生かし
てスピード感を持って建設できること、
グループ会社との連携によりO&M（運用
管理）まで一貫して提供することで、独
自の価値をお客様にご提供したいと考え
ています。分散型PCSの導入も、そのた
めの施策です。

編集部：分散型P C Sにはどのような

メリットがあるのでしょうか。
栄氏：これまでの大型PCSは自動販売機
ほどのサイズで重さも1トン近くあり、設
置場所の確保が難しく、設置作業も重
機を使った大がかりなものでした。また、
不具合が生じた際にはメーカー担当者に

現場に来てもらい、時間をかけて原因を
突き止め、修理しなければなりません。復
旧までの間、そのPCSに接続されているす
べてのパネルが影響を受けるわけですが、
大型機の場合はその数も多くなります。
　一方、ファーウェイの分散型PCSは大
型機のわずか50分の1の大きさ、重量も
50kg程度で、容易に持ち運ぶことができ
ますから、重機も基礎工事も要らず、設
置はきわめて簡単です。接続されている
パネル数が少ないので故障の影響範囲
も狭くてすみますし、故障機だけを新し
いものと交換すればすぐに復旧できます。
実際、大型機なら1週間はかかる復旧期
間が2日まで短縮されています。施工と
管理の面でこれほどのスピードを実現で
きる製品はほかにありません。

編集部：お客様もそうした利点を実感し
ていらっしゃるのでしょうか。
栄氏：はい、高く評価していただいていま
す。スピードと故障時のリスクの低さに
加え、発電量の向上も実現できるのはお
客様にとって大きな魅力です。分散構造
とマルチMPPT（次ページの図参照）に
よって発電効率が高くなるうえ、小型で
設置場所をとらない分パネルの設置面
積も増やせるので、発電量は5～10％
アップしています。

してくださった決め手は何だったので
しょうか。
栄氏：実は当初は、社内の反応は芳しく
ありませんでした。業界が違うのでこれほ
ど大きなグローバル企業だということも
知られておらず、契約にあたって保険を
かけることまで検討していたんです（笑）。
しかし、自分の目でデモを見て、さらに当
社の技術部の担当者にも現地で検証さ
せ、ファーウェイの技術力には確信を
持っていたので、必ず理解が得られるは
ずだと考えていました。この革新的な製
品を使えば他社がどこもやっていないこ
とができる、独自性を追求する当社の大
きな強みになると強調し、説得を続けま
した。結果的に、導入のメリットが成果と
して表れてきていますので、新しい試み
に挑戦した甲斐があったと思います。

編集部：御社とはファーウェイのPCS事
業が日本で始まったばかりのころからの
お付き合いとなりますが、営業やサポート

面での対応に課題はありましたか。
栄氏：最初のうちは日本語の資料がない
といった課題もあり、こちらから厳しい
要求もしましたが、それを真摯に受け止
めて迅速に対応してくれました。いまで
は投げたボールをすぐに打ち返すスムー
ズなコミュニケーションができていると
思います。

編集部：ファーウェイに対する今後のご
要望やご期待をお聞かせください。
栄氏：当社が目指す独自性とスピードを
実現できるベストなパートナーだと思っ
ています。これだけの技術力があれば、ま
だまだこの分野で伸びていけるでしょう。
システムのスマート監視ソリューションは
業界でもまだこれといった性能のものが
出てきていないので、ファーウェイも日本
市場のニーズを取り入れながら改良を
重ね、ほかにない製品を目指していって
ほしいですね。メガソーラー事業は当社
にとっても新しい領域ですから、5年後、
10年後の将来を見据えたパートナー
シップを通じてともに成長していけたらと
思っています。

太陽光発電では気象状況により発生する電流と電圧が常に変化するため、
MPPT（Maximum Power Point Tracking：最大動作点追尾機能）という機能
により、発電量が最大となる電流・電圧の組み合わせを決定する。ファーウェイ

の分散型PCSは複数のMPPTを搭載することでより効率のよい発電を実現。モ
ジュールの一部に影がかかってもその影響が他のモジュールに及ばず、故障時
にも精確で迅速な特定が可能となっている

SP E C I A L  I N T E R V I E W

▶マルチMPPTでは、モジュールの損失が最小限

▶1チャンネルのMPPTでは、モジュールごとの制御ができない

とうかんし こうしゅうし

MPPT1

MPPT2

MPPT3

MPPT1

MPPT2

MPPT3

MPPT
MPPT

（1チャンネル）

発電量

発電量
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今後必要とされるのは、
固定回線ではなくモバイル接続です。
インドのインターネット・ユーザーは
昨年だけで40％増加しましたが、
そのうちの50％はモバイル接続だけで
インターネットを利用しています。

未来への変革を推進WinWin：テレノールは2009年にインド
市場に参入して以来、どのような戦略で
事業を展開してきたのでしょうか。
スード氏：テレノールは、インドではマス・
マーケットを対象とした通信事業者とい
うポジションです。インドの通信市場は
変革のさなかにあり、ここ数年でインター
ネットが急速に拡大してきましたが、そ
の大きな要因はスマートフォンが手頃な
価格で手に入るようになったことです。
より低料金のインターネット接続に対す
る需要はますます高まっています。その
ため、当社は基本的なサービスをベスト
な品質で提供するとともに、多くのお客

様に手の届く料金設定にしていくことを
目指しており、コスト意識の高いインドの
消費者に向けて「サブス・サスタ（Sabse 

Sasta：ヒンディー語で最安の意）」とい
うブランド価値をアピールしています。
インド市場では、サービスの料金が成長
のカギとなるのです。

WinWin：2016年内に4G LTEの商用
サービス開始を計画されていますね。
スード氏：テレノールはインドの4Gでは
最前線にいると言えます。昨年、当社は
ファーウェイと協同でネットワークの大
規模なアップグレードに着手しました。未
来に向けて自らを変革するという決意を
込めて、このプロジェクトは「パリヴァー
タン（Parivartan、ヒンディー語で変革
の意）・プロジェクト」と名づけられていま
す。2017年までに2万4,000ある当社の
基地局すべてをアップグレードする計画

ものとなっています。ネットワークに加え
てITにおいても変革を進め、BSSを主軸
にクラウド技術を活用して、CRMシステ
ムをよりアジャイルでシンプルに使えるも
のにすることを目指しています。
　端末については、4 G対応スマート
フォンの価格は大幅に下がっています
が、3Gが主流のインドではまだ高価で
す。当社はファーウェイをはじめさまざま
なパートナーと協力し、消費者の真の
ニーズに合うよう端末をカスタマイズし
ています。価格面ではバンドリングや販
売奨励金なども活用していきます。
WinWin：カスタマー・サービスではどの
ような新しい取り組みをしていらっしゃい
ますか。
スード氏：多くのお客様は、問い合わせの
ためにコールセンターに電話をかけるの
は面倒だと感じています。そこで、お客様
がウェブ上で必要なサポートを自分で受
けられる高度なセルフ・カスタマー・サー
ビスの提供を進めています。同時にコー
ルセンター業務をさらにデジタル化して
いくほか、現在2,000近くある店舗の展
開もさらに強化します。店舗数を拡大す
るとともに、販売やサポートだけでなく、

で、昨年末までに5,000か所での作業を
わずか90日間で完了しました。このプロ
ジェクトでファーウェイとはマネージド・
サービスでもパートナーシップを締結し
ており、両社の契約はインドの通信業界、
またテレノール・グループ全体でも最大の

お客様に新しいテクノロジーやウェブ・ア
プリケーションの使い方を学んでいただ
ける体験型の店舗づくりをしていきます。

WinWin：「Digital India」イニシアティブ
について、テレノールとしてはどのように
お考えですか？
スード氏：当社の戦略に合致したものとし
て非常に好意的にとらえています。この
イニシアティブには、「デジタル・インフラ
の整備」「サービスのデジタル化」「デジタ
ル・リテラシーの向上」という3つの柱があ
りますが、インドが国全体でこうした目標
を達成して成長するためには、地方部に
ラスト・ワン・マイルの接続を確実に提供
することが最も重要だと考えています。今
後必要とされるのは、固定回線ではなく
モバイル接続です。インドのインターネッ
ト・ユーザーは昨年だけで40％増加しま
したが、そのうちの50％はモバイル接続
だけでインターネットを利用しています。
モバイル・インターネット・サービスをマ
ス・マーケットに普及させ、「すべての人に

インターネットを」というテレノールの目
標を実現できる大きなチャンスがあるの
です。サービスのデジタル化についても、
当社は金融、医療、教育といった分野
のモバイル向けアプリ開発に力を入れて
います。
WinWin：デジタル・リテラシーの向上
に対してはどのような取り組みをしてい
ますか？
スード氏：インドでインターネット普及の
最大の障壁となっているのは、消費者が
インターネットを自分の生活にさほど関係
ないものと思っていること、あるいはその
使い方を知らないことです。まずはイン
ターネットがなぜ必要なのか、どうやって
使えばいいのかを知ってもらわなければ
なりません。昨年4月、当社は国内各地に
GSK（Grahak Shiksha Kendras：顧客
教育ハブ）と呼ばれる情報センターを立ち
上げました。GSKではテレノールのサービ
スについて詳しく知ることができるほか、
インターネットの利点や安全な使い方を
学べるワークショップも開催しています。
2015年前半に200の販売店をGSKに改
装し、今後も増やしていく計画です。
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「Digital India」の実現に向けて
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大手2社はサムスンとLGという世界を代
表する大手メーカーであり、グローバル
向けの最新モデルが真っ先に発売される
ため、韓国の消費者は常に話題の製品
を他国に先駆けて入手できる。
　それらの最新モデルを含め、韓国で販
売されるスマートフォンにはSIMロックは
かかっていない。SKTとKTがW-CDMA

方式を採用した2002年には、日本同様
に端末にはSIMロックがかかっていた。
だがその後、事業者側が段階的にロック
解除に応じ、最終的にはSIMロックその
ものが廃止された。

同社が世界で初めてファーウェイと共同
で実施した。3社がLTE開始後に全廃し
たデータ定額プランもLGユープラスが
いち早く復活させ、消費者の支持を集め
ている。その結果、同社の顧客のLTE契
約比率は他2社より高い数値になってい
るという。

　3社のシェアやLTE開始後の動きは日
本の状況と重なって見えるかもしれない。
しかし事業者の端末の販売やメーカーと
の関係は日本とは大きく異なっており、
アジアのSIMフリー市場とも異なる韓国
独自のものとなっている。
　各通信事業者が販売する端末は基本
的にメーカーブランドだ。しかもメーカー
が発表する端末を次々に導入して販売す
る。つまり端末の投入スケジュールはメー
カーの新製品投入サイクルベースとなっ
ている。製品もハイエンドだけではなく、
ミドルレンジや低価格なエントリー・モデ
ルも定期的に販売される。韓国の端末

　大手通信事業者3社が携帯電話市場
を寡占し、消費者の多くがポストペイド
契約を結ぶ韓国。SKテレコム（SKT）、
KT、LGユープラスで市場の約9割を占
め、残りの10%がMVNOとなっている。
いまだにMNOが強く、3社のシェアはここ
10年間でほとんど変わっていない。加入
者数で抜きん出ているSKTは多額の広告
費をかけてブランド・イメージを維持しつ
つ、ネットワーク投資も積極的に行いカ
バレッジや通信速度でも他社を常に一歩
リードしている。2013年6月には世界に
先駆けて通信速度100Mbpsを超える
LTE Advancedの商用サービスを開始す
るなど、SKTはテクノロジー・リーダーで
もあり、消費者からの信頼は厚い。
　だがLTEの本格的な普及はSKTの優位
性を徐々に失わさせている。シェア3位の
LGユープラスはLTEの全国カバレッジを
3社の中で最初に完了。3帯域キャリアア
グリゲーションのフィールド・トライアルは

大手3社でシェア9割
LTEの先進市場

メーカー主導＋SIMフリー
日本と似て非なる販売構造

街中のあちこちにあるMNOの店舗。店頭にはティッシュペーパーやショッ
ピング・カートなど新規契約者への景品が積まれている

　韓国では携帯電話普及率が2010年に
100%を超えた。新規顧客獲得が難しく
なる中で、各通信事業者は端末の割引販
売で顧客の目を自社に向けさせようと過
激な競争が続いていた。端末価格の実質
無料販売が行われることもあった。
　さらにSNSが普及すると、深夜や「いま
から1時間以内」といったゲリラ的な安売り
を行う代理店が続出。こうした販売手法は
違法行為にあたり、これに対し政府は通信
事業者に営業禁止命令を幾度となく出し
てきた。2014年春の新学期シーズンには3

社がそれぞれ45日間ずつという、世界の通
信業界市場でも例を見ない長期間に及ぶ
強制的な営業停止措置が取られたほど
だ。しかし、それもまったく効果がなかった。
　こうした状況を受けて、形骸化してい
る補助金ガイドライン制度は2014年10月
に改訂され、新たに端末流通法が制定さ
れた。端末の補助金は最大35万ウォン
（約3万4,300円※）と定められ、違反対象
は通信事業者だけでなくメーカーと販売
店舗にも拡大。この効果はてきめんで、
一部の代理店が発売から半年過ぎた端
末を不当に割引販売するといった不公平
な販売手法は見られなくなった。
　新法施行後は端末の売れ行きが急減
するなど、日本のキャッシュバック廃止直
後と似たような状況を引き起こした。だが
結果として韓国の端末販売市場はゆがみ
が是正され、現在はまっとうな市場に一
変している。ハイエンド・モデルは価格が
高く、中低位モデルは性能に見合った価
格で販売されている。

　韓国では現在、約40社のMVNOがサー
ビスを展開している。ほとんどが低価格を

武器にしており、MNOとの大きな差別化を
図っている。韓国の未来創造科学部（科学
技術や情報通信を担当する行政機関）に
よると、2015年の韓国のMNOのARPU

（Average Revenue Per User：1ユーザーあ
たりの平均売上）は平均3万6,481ウォン（約
3,575円※）。一方、MVNOは1万6,026ウォン
（約1,571円※）とほぼ半額になっている。
　韓国のMVNOは、家計の通信費引き
下げという政策を背景にシェアを伸ばし
てきた。日本では総務省の料金引き下げ
タスクフォースがMNOを対象にしたのに
対し、韓国ではMVNOの立ち位置をより
明確に打ち出している。
　MNOが以前販売していた型落ち製品
を販売するほか、独自の端末を販売する
MVNOも出てきている。こうした製品は日
本円で2～4万円台のミドルレンジ・モデ
ルだ。通信費だけでなく端末も安くなれ
ば家計の負担が軽くなることもあり、ミド
ルレンジ・モデルの需要はMNOのユー
ザーにも広まりつつある。
　低価格かつ高性能なスマートフォン
は、いまや中国メーカーが得意とするとこ
ろだ。ファーウェイは2014年9月に、中国
で販売していた『Honor 6』を『X3』として
LGユープラス傘下のMVNO事業者経由
で販売開始。LTE Cat6対応、オクタコ
ア・プロセッサー搭載ながら50万ウォン
（約4万9,000円※）と価格を抑えた。この
ファーウェイの動きは、中国メーカーの本
格的な韓国進出としても話題になった。
　地元韓国勢もその動きを黙って見て

いるわけではなく、SKTは国内PCメー
カー系のTG&Coと共同で高性能、高品
質かつ低価格なスマートフォン『LUNA』
を開発。それまでのミドルレンジ機種には
ない金属フレーム製の高級仕上げで大人
気となった。その後SKTはサムスンの
『Galaxy A』シリーズやTCLコミュニケー
ションの『Alcatel OneTouch Idol Chac』
といったミドルレンジ機種を、大量の広告
展開を行うなどハイスペック・モデルのよ
うに販売。現在はMNOもミドルレンジの
ラインナップに力を入れだしている。

　韓国の通信市場でいま最も熱い話題
は5Gだ。各事業者は2018年の冬季平昌
オリンピックに5Gのプレサービスを開始
する考えで5Gのトライアルをインフラ・
ベンダーと協力して進めている。今年の
MWC 2016でも、SKTとKTはブース内で
5Gのテスト回線を使ったライブデモを実
施。5Gの高速接続や低遅延性を利用し
た自動車の自動運転への応用など、新し
いサービスも展示していた。
　日本から見た韓国市場は、MVNOとミ
ドルレンジ端末による通信費用の低価格
化の取り組みや、5Gサービスの先行な
ど、注目すべき点も多い。また2020年東
京オリンピック、2022年冬季北京オリン
ピックが続くことから、今後アジア3国に
よる最新のモバイル技術やサービス面で
協業する動きも期待される。

アジアを中心に世界のモバイル事情をウォッチしている携帯電話研究家・ライターの
山根康宏氏に、モバイルとICTを取り巻く日本と世界の現状と動向、そしてさらに
その先について解説していただくこのコーナー。今回は、先進的な成熟市場として
日本との相違点も興味深い韓国をテーマにお届けします。

端末と通信費の
低価格化が進む
韓国の携帯電話市場

山根康宏（やまね やすひろ）

香港を拠点とし、世界各地で携帯端
末の収集とモバイル事情を研究する
携帯電話研究家・ライター。商社勤
務時代、転勤や出張中に海外携帯
端末のおもしろさに目覚め、ウェブで
の執筆活動を開始。しだいに携帯電
話研究が本業となり、2003年にライ
ターとして独立。現在1,200台超の
海外携帯端末コレクションを所有す
る。『週刊アスキー』『 I T m e d i a』
『CNET Japan』『ケータイWatch』
などに連載多数。

モバイルが変える未来

通信事業者と政府の戦い
ゆがんだ市場を2年で適正化

2018年にはプレ5G
インフラ・ベンダーと協業

MVNOは低価格で差別化
ミドルレンジ・スマホに追い風

左：MWC 2016では韓国の大手通信事業者も5G関連技術を展示　右：ファーウェイは昨年12月、より手頃な価格の
『HUAWEI Y6』をLGユープラスから発売。MNOユーザーにも低価格志向が広がっている

※1ウォン＝0.098円換算
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Better Connected 
in

IoT先進国から見えてくる「より“つながった”未来」

Home USA

導入できるだけでなく、バンドリングでコ
ストを抑えられる場合もある。設置サー
ビスやカスタマーサポートが手厚いのも
強みだ。
　中でもVivint（ヴィヴィント）は、ユー
ザーの目線に立ったサービスによって
「シーン」の提供に最も近いところにいる
と筆者は感じる。もとはセキュリティ・シス
テムの販売会社だったが、その後ブロー
ドバンド・サービスやクラウド・サービスも
展開し、現在ではこれらを統合した形で、
販売、設置から導入後のモニタリングま
でカバーした包括的で拡張の容易なス
マート・ホーム・ソリューションを提供し
ている。
　米国では①～③いずれのタイプもプ
レーヤーが増え続けているが、市場の拡
大につれて、より手軽に導入できる③サー
ビスとしてのスマート・ホームの需要が高
まっている。すべてがつながったスマート・
ホームが、人々の生活の中で当たり前の
「シーン」になる日も近いだろう。

いったリクエストに応えてくれる。
　②デバイスとソフトウェアのパッケー
ジ：DIYよりもハードルの低いオプションと
して、防犯、照明管理、モニタリングなど、
ユーザーが望むシーンごとに必要なデバ
イスを組み合わせ、それらをつなぐハブと
セットで販売されているタイプがある。導
入できるデバイスは限られるが、パッケー
ジ内の製品で事足りるユーザーなら、
DIYより設置が容易で導入しやすい。
　③サービスとしてのスマート・ホーム：
さらにユーザーが検討しやすいのが、通
信事業者をはじめとするサービス・プロ
バイダーからサービスとしてスマート・
ホーム・ソリューションを購入することだ。
携帯電話やケーブルテレビなどのサービ
ス事業者の多くが、セキュリティを中心に
さまざまなスマート・ホーム機能を提供し
はじめている。すでに既存サービスによっ
て通信や放送という家庭内のインフラに
入り込んでいるため、ユーザー側は既存
サービスとの契約に上乗せするだけで

自分のニーズにカスタマイズしたスマー
ト・ホームが実現できる一方、何をどう
組み合わせるのがベストなのかを見極め
るのが難しい。デバイスやプラットフォー
ムに幅広い選択肢がある（下表参照）ほ
か、機器間の接続にもBluetooth、Zig-

Bee、Z-wave、Insteon、Wi-Fiなど互
換性のない多数の方式があり、その中か
ら将来的に最も長く使い続けられそうな
ものを選ばなければならない。また、設
定には相応の作業量とITリテラシーが
必要になる。
　数多い製品の中でいま最も注目されて
いるのは、アマゾンのEcho（エコー）だ。
Echoはスピーカー型のスマート・ホー
ム・ハブで、音声認識アシスタントAlexa

（アレクサ）によりユーザーの呼びかけで
操作ができる。アラームや音楽の再生、
天気予報やニュースの読み上げ機能に
加え、連携可能なデバイスも豊富で、
照明やサーモスタットと接続することで
「電気をつけて」「エアコンを強めて」と

　スマート・ホーム・デバイスでは製品
単体としての機能だけでなく、他の製品
といかに簡単につながるかが重要になっ
てくる。これは現在のスマート・ホーム市
場が直面している課題だ。自動で電灯が
つくのは確かに便利だが、消費者が求め
ているのはそれだけではない。スマート・
ホームが真に実力を発揮するのは、冒頭
にあげたような「シーン」を実現するとこ
ろにある。個々の機能だけでなく、消費
者が「こんな生活を送りたい」と思い描く
シーンを現実にできるかどうかが重要な
のだ。こうしたシーンには住環境やライ
フスタイルの違いが反映されるため、国
によっても求められるものが違う。日本
では子どもや高齢者の見守りといった用
途が重視されるが、米国では防犯が
フォーカスされることが多い。
　こうした「シーン」の実現には、すべて
のデバイスが共通の言語で連携できる
システムが必要だ。これには大きく分け
て3つのタイプがある。
　①DIY方式：鍵やカメラ、センサーな
ど個別の製品を設置したうえで、一括で
コントロールするためのソフトウェア・プ
ラットフォームを導入する方法。この場合、

　まるでSF小説のようだが、こうした
シーンはすでに現実のものとなりつつある。
米国ではこれまでにもCrestron（クレスト
ロン）やControl4（コントロール・フォー）
といったビル・住居管理ソリューションを
提供する企業がハイエンドの家庭用オー
トメーション・ソリューションを富裕層向
けに販売してきたが、いまでは同様のス
マート・ホーム・ソリューションを一般の
消費者も手軽に入手できるようになった。
ネットワークにつながる新たなデバイスを
手がけるメーカーが次 と々登場し、市場
規模は年々拡大している。
　ほとんどの電子機器と同じく、スマー
ト・ホーム向け機器の価格は大幅に下
がってきている。ウェブ・カメラは数年で
500ドル（約5万6,500円※）から100ドル
（約1万1,300円※）にまで下がり、ネット
ワークで制御できる電灯とスイッチも20

ドル（約2,260円※）以下で手に入るよう
になった。セキュリティ・システムの導入
費用さえ、この5年間で数千ドルも安く
なっている。こうしたコストダウンの主な
要因は、接続がワイヤレス化したことに
ある。わざわざ業者に配線してもらわな
くても、PCやタブレットとスマート・ホー
ム・デバイスを無線で簡単につなげるよ
うになったのだ。

　スマート・ホームに関する記事は、たい
ていこんな文句で始まる。
　「想像してみよう。車で自宅に帰るとガ
レージがあなたを自動的に認識して扉を
開ける。両手に荷物を抱えてドアまで歩
いていくと、ドアは自動で開錠され、廊下
の照明が点灯し、部屋にはお気に入りの
音楽が流れ、エアコンが快適な温度で
稼働を始める」

DIYからサービスまで、
多様化する米国のスマート・ホーム

あらゆるモノをネットワークにつなげることで、私たちの生活を大きく変えるIoT。
その変化は未来の話ではなく、すでに起こり始めています。

このコーナーでは、IoTが人々の生活に密着した領域でどんな変革を生み出しているのか、
世界各国から最新事情をレポートします。

第1回となる今回は、米国のスマート・ホームの現状について。
DIY（Do It Yourself）文化が根づく米国では、鍵や電球などさまざまなアイテムがIoT化する一方、

生活の「シーン」を総合的に実現するソリューションへの需要も高まっているようです。

ムーア・インサイツ＆ストラテジー
（Moore Insights and Strategy）
IoT担当アナリスト
IT・エレクトロニクス業界においてマーケ
ティング、企業広報、事業開発などの領域
で30年の経験を持つ。コンシューマー向
け・産業向けIoT分野でリサーチとコンサ
ルティングを行うほか、スマート・ホームか
らワイヤレス技術までIoTに関する幅広い
知見を、世界各地での講演や『フォーブ
ス』オンライン版などへの寄稿で共有して
いる。

マイク・クレル
Mike Krell

スマート・ホームはもはやSFではない 統合されたシステムで「シーン」を実現

今年1月にラスベガスで開催されたCESでも、スマー
ト・ホーム関連の展示は大きな存在感を見せていた

VivintはアマゾンのEcho（写真左の黒いデバイス）と
連携したサービスもスタート（写真提供：Vivint）

NestのサーモスタットはGoogleNowやIFTTTとも連
携（写真提供：Nest）

主なスマート・ホーム・ソリューション

●Works with Nest／Nestの製品とスマートフォンやその他の機器を連携
●HomeKit／アップルのiOSデバイスとその他の機器を連携　●Echo／アマゾンのスピーカー型スマートハブ
●IFTT（If This Then That、イフト）／条件とアクションを設定してウェブ・サービスやスマート・デバイス間を連携

個別のデバイス

デバイス間を
連携する
プラットフォーム

②デバイスとソフトウェアのパッケージ

③サービスとしてのスマート・ホーム
●AT&TのDigital Life　●コムキャストのXFINITY Home　●タイム・ワーナーのIntelligentHome
●ADT（ホーム・セキュリティ会社）のPulse　●Vivint

●SmartThings／サムスンが提供するスマート・ホーム製品シリーズ
●Iris／ホームセンターのLowe’s（ロウズ）が提供するスマート・ホーム製品シリーズ　●Wink

●鍵／LockState（ロックステイト）、Goji（ゴジ）、August（オーガスト）、Kwickset（クイックセット）、Yale（イェール）、Schlage
（シュレイグ）など多数のメーカーがスマート・ロックを販売
●照明／Philips（フィリップス）やBelkin（ベルキン）がWi-FiでコントロールできるLED電球やスイッチを販売
●サーモスタット／グーグル傘下のNest（ネスト、同社はウェブカメラと火災探知機も手がける）、ecobee3（エコビー・スリー）①DIY方式

※1米ドル＝113円換算
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A. シルクロードで中国とつながり、中東、
ヨーロッパ、北アフリカの中間に位置
するトルコは、ファーウェイのビジネス
にとっても戦略的に重要な拠点であり、
ファーウェイ・トルコは中央アジア・コーカ
サス地域の11か国を統括するリージョン・
オフィスとなっています。地域内で60社
以上のビジネス・パートナーとともに
Win-Winな関係に基づくエコシステム
を構築し、現地市場からの調達額は累計
1億米ドル（約113億円※1）に達しており、
地域経済の活性化や雇用の創出、ICT

業界の発展に貢献しています。

A. 2010年にオープンしたR&Dセンター
は、ファーウェイにとって中国国外では
インド、米国に次ぐ3番目に大きなR&D

拠点です。380名の従業員がソフトウェア
を中心とした研究開発に携わっており、
付加価値サービスや課金、顧客関係管
理システムなどの領域で多くの製品やソ
リューションを生み出しています。また、
ファーウェイのシリコンバレーの研究所や
トルコ国内の大学と共同でセマンティッ
ク・ウェブや自然言語処理の分野でも研
究を行っています。加えて、同センターは
ヨーロッパと中央アジア諸国のR&Dをサ
ポートする役割も担っています。

A. 2023年までにブロードバンド・サービ
スの利用者を3,000万人に拡大し、1,000 

Mbpsのインターネット接続を1,400万
世帯に提供することが謳われています。

また、国民の80％がデジタル・リテラシー
を身につけ、デジタル改革において世界
トップ10国家のひとつになること、2019

年までにすべての公共サービスを電子
化することなどを目指しており、ICT産業
の生産額がGDPに占める割合を現在の
2.9％から8％まで引き上げることが経済
上の目標となっています。

A. ネットワーク接続の拡大については、
国内のすべての主要通信事業者と固定、
モバイル両ネットワークを構築してきたほ
か、人口500人以下の集落約1,800か所に
携帯通信サービスを提供するという政府
のプロジェクトを通じて過疎地のモバイ
ル・アクセスを実現し、デジタル・デバイド
の解消に取り組んでいます。教育分野で
は、学校教育のICT化を進める政府の
FATIHプロジェクトにインフラ構築パート
ナーとして参画しています。また、多くの
政府機関にICTソリューションを提供して
電子政府化の推進にも貢献しています。
　ほかにも、電力、建設、医療などさまざ
まな業界でICTによる変革を支援してい
ます。たとえば、トルコの主要産業である
農業においては、トルコ政府とイスタン
ブール工科大学が共同で進めている人
工衛星で観測した気象情報や地理情報
を農業に活用するTARBILプロジェクトに
協力し、その膨大なデータを処理するた
めのシステム構築をサポートしています。

また、トルコ高速鉄道にも通信および監
視システムを提供しています。
　こうした実績を評価され、ファーウェイ
はトルコ国内のトップICT企業500社のラン
キングである『Bilişim（ICT）500』で昨年
は通信インフラ向けハードウェア・プロバ
イダー（海外企業）部門1位となりました。

A. はい。トルコでは現在3G通信が主流
で、オークションは当初4G向けの計画で
したが、エルドアン大統領が「世界ではす
でに5Gが話題となっている。トルコは一
気に5Gへと飛躍しよう」と提言し、5Gを
視野に入れた4.5G向けとなりました。テュ
ルクセル、ボーダフォン・トルコ、Avea（ト
ルコ・テレコム傘下、2016年1月よりトル
コ・テレコムにブランド名を統一）の3社が
5つの周波数帯から合計365.4MHzを33

億6,000万ユーロ（約4,234億円※2）で落
札し、この4月からサービスを提供する計
画です。当社は2009年の3Gサービス開
始時にこの3社をサポートしており、4.5G

でも迅速な商用展開を支援しています。

A. スマートフォンの普及がここ数年で急
速に拡大し、現在は普及率90％以上に
達しています。ファーウェイの端末事業も、
2011年に『IDEOS』『IDEOS X5』をトルコ
市場に投入して以来、ミドルレンジから

世界1 7 0か国以上に事業拠点を持つ
ファーウェイ。このコーナーではその中か
ら毎回ひとつの国を取り上げ、各国の通
信事情や市場の動向、ファーウェイの事
業展開や社会貢献活動について、現地の
広報部員に聞きます。

デジタル改革を幅広くサポート

ハイエンドのスマートフォンを各通信事業
者から販売し、順調に成長してきました。
スマートフォンの普及にともなってSNSの
利用が盛んになったほか、O2O系の新サー
ビスも国内に多数生まれています。レスト
ランからのフード・デリバリーを仲介する
『Yemeksepeti（イェメクセペティ）』や、タ
クシー配車サービス『BiTaksi（ビタクシ）』
のほか、最近では日用品をすぐに配達して
くれる『Getir（ゲティール）』『Kapgel（カプ
ゲル）』などのアプリが人気を博しています。

A. ファーウェイ・トルコでは、2010年から
中東工科大学と共同で「中国文化サマー
キャンプ」と称するイベントを開催していま
す。これはトルコの子どもたちにゲームや
アートなどを通じて中国の伝統文化に親
しんでもらう1週間のサマーキャンプで、こ
れまでは自社とお客様の社員のお子さん
たちが対象でしたが、昨年は初の試みとし
て、家族社会生活省とのパートナーシップ
のもと児童養護施設の子どもたち30名を
招待してキャンプを実施しました。昨年は
また、ファーウェイがグローバルに展開す
る「Seeds for the Future」プログラムをト
ルコでも開始し、国内の大学に在籍する
15名の大学生が中国・深圳本社でのICT

トレーニングに参加しました。このほか、身
体障害者のための芸術研修センターをサ
ポートするなど、数々の団体・機関と連携
し、地域社会への貢献やICT人材の育成
というミッションを果たしています。

Q .  ファーウェイ・トルコはファー
ウェイ全体の中でどのような役割
を果たしていますか？

Q. ファーウェイ・トルコはこうした
目標の実現にどのように寄与して
いるのでしょうか？

Q. 無線通信分野では、昨年大規
模な周波数オークションが実施さ
れましたね。

Q. トルコではモバイルが
どのように活用されていますか？

Q. CSRではどのような
活動をしていますか？

Q. トルコ政府はトルコ共和国建国
100周年に向けた国家戦略として
「2023 Vision」を掲げていますが、
ICT分野ではどのような目標が設
定されていますか？

Q. R&Dでも存在感を
発揮していますね。

HUAWEI Global
Nodes & Links

世界の
ファーウェイから

設　　立
所 在 地
従業員数

2002年
イスタンブール、アンカラほか
約800名、うち85％以上が現地採用（2016年2月現在）

：
：
：

ファーウェイ・トルコ

固定電話加入者数・普及率 ：1,253万人・16.5％
携帯電話加入者数・普及率 ：7,189万人・94.8％
インターネット普及率（利用者ベース） ：51.0％
固定ブロードバンド加入者数・普及率 ：887万人・11.7％（ITU調べ、2014年現在）
主要通信事業者 ：トルコ・テレコム（Türk Telekom）、テュルクセル（Turkcell）、ボーダフォン・
トルコ（Vodafone Turkey）

トルコの通信事情

1米ドル＝113円換算
1ユーロ＝126円換算

※1
※2

ファーウェイ・トルコ

1996年にシーメンスに入社して以来、ICT業界で20年の経験を持
つ。通信業界におけるファーウェイの成長に可能性を感じ、2007年
に通信事業者向けネットワーク事業の営業統括部長として入社。
その後、政府向けの営業部門の立ち上げを経て、2011年より政府
関係者との渉外を含む渉外・広報本部へ異動、現職。中東工科大
学で同じ物理学専攻だった妻、15歳になる娘と過ごす時間を大事
にしており、夏はサーフィン、冬はスキーを家族で楽しむ。

ファーウェイ・トルコ　渉外・広報本部シニア・マネージャー
ハカン・バキル（Hakan Bakir）

今回登場するのは…

トルコ

1.昨年7月、エルドアン大統領（左から3人目）がファーウェイの北京オフィスに来訪。輪番CEO郭平（グオ・ピン、左から2人目）らと会談したほか、「Seeds for the Future」で深圳を
訪れていたトルコの学生たちとビデオ会議システムで対話も行った　2.2014年からトルコのプロサッカー・チーム、ガラタサライ（Galatasaray）のスポンサーとなっている
3.2015年の中国文化サマーキャンプには児童擁護施設の子どもたちを招待。簡単な中国語会話や書道、伝統音楽の演奏や太極拳などを楽しんだ

1 2 3
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Twitter：@HUAWEI_Japan_PR　Facebook：Huawei Mobile Japan　LINE：ファーウェイ・ジャパン/@huawei-japan
端末に関する情報は、Twitter、Facebook、LINEでもご覧いただけます。
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端末を単独で購入することに慣れていないため、不安が大きい
のです。SIMカードと端末をセットで販売する『IIJmioサプライ
サービス』を開始した背景には、お客様に安心して当社のサー
ビスをご利用いただきたいという思いがありました」

　IIJはサービス全般において、「ユーザーの安心感」を重視して
います。速度や安定性といった通信品質の保証に加え、サービス
内容について対面で説明を受けられるよう、量販店の店舗に即日
契約やMNPができるカウンターも他社に先駆けて設置しました。
　「セット販売でも、お客様に安心してお使いいただける端末を
提供したいと考えています。また、スマートフォンは毎日使う身
近な存在ですから、単に価格が安いだけではなく、使っていて楽
しくなること、満足感を得られることが大切です。最初に取扱い
を開始した『HUAWEI P8lite』は、価格を上げずにワンランク上
の性能を実現しており、手に持った質感もよく、デザイン、機能、
価格と総合的にバランスがとれている点を評価しました。スマホ
初心者の方にも自信を持っておすすめできる端末だと思います」
　現在は『MediaPad T1 7.0』『HUAWEI GR5』（右ページ参
照）もラインナップに加わり、さらに選択の幅を広げています。

　IIJは2008年に法人向けデータ通信用SIMカードでMVNO事
業をスタート。2012年には個人向けに『IIJmio高速モバイル／
Dサービス』を開始し、2014年3月には音声通話機能付きSIM

カード『みおふぉん』を発売しました。「当社はもともとインター
ネット接続サービスからスタートした企業であり、モバイルでの
データ通信を可能にするSIMカードの販売は自然な選択でし
た。音声通話のニーズについては当初、半信半疑だったのです
が、お客様からのご要望が予想以上に大きく、それにお応えする
形で『みおふぉん』の提供を始めました」と島上氏。
　音声通話SIMではこれまでのデータ通信SIMとはお客様の
層が変わってきたと同氏は述べます。「データ通信ではすでにモ
バイル回線を持っているお客様の2本目、3本目の接続需要が
メインでした。しかし、音声SIMの場合は『格安スマホ』という言
葉が広まったこともあり、初めてスマートフォンを使ってみよう
というお客様が多く、いわゆる“ガジェット通”でない方や女性に
もお買い求めいただいています」
　サポートセンターに寄せられる問い合わせの内容にも変化が
見られました。「どの端末で使えるのか、といったご質問が増え
てきました。初めてMVNOのサービスを利用されるお客様は、

ますます広がる豊富なラインナップ。
ファーウェイ・ジャパンの端末最新情報をご紹介します。

ユーザーが安心できるサービスを提供したい
IIJの個人向けSIM『IIJmio』とファーウェイのSIMロックフリー端末

音声通話SIMで新たなユーザー層を開拓

ユーザーの安心感がカギ
自信を持っておすすめできるファーウェイ端末

高いコミットメントで
ともにMVNO市場の成長を牽引

2016年2月12日発売
市場想定売価34,800円（税抜）
5.5インチのフルHD大画面にエレガントなデザインのメタルボディを採用、
オクタコア・プロセッサー搭載で快適なパフォーマンスと省電力を実現し
たコスト・パフォーマンスの高いミドルレンジ・モデルのスマートフォン。
1,300万画素のメインカメラ、500万画素のインカメラと、多彩なカメラ機
能で、さまざまなシーンでの撮影が楽しめます。

『HUAWEI GR5』

KDDIより
2016年2月11日発売
10.1インチの広視野角・高精細IPS WUXGA液晶と、両サイドのステレオ
スピーカーからパワフルで安定した音と立体感と深みを生むファーウェイ
独自のサラウンド機能「SWS2.0」の相乗効果で、ホームシアターのような
臨場感を手のひらで体験できるタブレット。4G LTEスマートフォン・4G 

LTEケータイ（ガラホ）と連携させて便利に使える「auシェアリンク」に対
応。スタイルを選ばないシンプルなスマートデザインと長時間の利用でも
疲れないこだわりのフォルムも特長です。

『Qua tab 02』

UQコミュニケーションより
2016年2月19日発売
受信最大220Mbps※1の超高速データ通信が可能な『WiMAX 2+ キャリア
アグリゲーション』、人口カバー率99％（プラチナバンド 800MHz）※2の
『4G LTE』に対応したハイブリッドモデルのモバイルWi-Fiルーター。電池
残量によりキャリアアグリゲーションのオン／オフが切り替わる「ノーマル」
機能を新たに追加し、省電力機能が充実しました。
※1 表記の通信速度はシステム上の最大速度となります。通信速度は、通信環境やネットワークの混雑状況
　　に応じて変化します。キャリアアグリゲーション未対応エリアでは下り最大110Mbpsとなります。
※2 「人口カバー率」は国勢調査に用いられる約500m区画において50％以上の場所で通信可能なエリア
　　を基に算定。

『Speed Wi-Fi
NEXT W02』

Y!mobileより
2016年3月17日発売
キャリアアグリゲーションと4×4MIMO技術により、Pocket WiFi史上最速
の下り最大261Mbps※1を実現。3,000mAhの大容量バッテリー搭載で約
9時間※2の連続通信が可能です。
※1 提供エリアは順次拡大中です。通信方式とご利用のエリアによって、通信速度が異なります。【LTE】下り
最大187.5Mbps、150Mbps、112.5Mbps、75Mbps、37.5Mbps、またはそれ以下となります。【AXGP】
下り最大175Mbps、165Mbps、110Mbps、またはそれ以下となります。また記載している通信サービス
はベストエフォート方式のため、回線の混雑状況や通信環境などにより、通信速度が低下、または通信
できなくなる場合があります。

※2 キャリアアグリゲーション非適用時。使用環境や電波状況などにより変動します。

『Pocket WiFi 504HW』

NTTドコモより
2016年1月20日発売
NTTドコモの『dtab』シリーズ第4弾となる、コンパクトで持ち歩きに快適
な8インチタブレット。マルチタスクを得意とするパワフルなHisilicon 

Kirin 930 オクタコアCPUと、4650mAhの大容量バッテリー搭載でストレ
スフリーな使い心地を実現。広視野角・高精細ディスプレイで高解像度
映像コンテンツも鮮やかな色調で細部まで緻密に描写。ファーウェイ独自
のサラウンドシステム「SWS（Super Wide Sound）2.0」とハーマン社の
「Clari-Fi™」技術で臨場感あふれる心地よい音楽体験を提供します。

『dtab Compact
d-02H』

ファーウェイ・ジャパンは2014年夏からSIMロックフリー端末の販売を開始し、
ラインナップを拡充してきました。その製品の多くを、MVNO事業者とのパート
ナーシップによりSIMカードとセットで販売いただいています。
そうしたパートナーの1社である株式会社インターネットイニシアティブ（IIJ）は、
早くから法人向けデータ通信サービスを中心にMVNO事業を展開してきた実績を
持ち、さまざまな顧客満足度調査で1位に選ばれているほか、昨年末には総回線
数が100万回線を突破し、存在感を発揮し続けています。
同社から見たMVNO市場の現在とこれから、ファーウェイ製品への評価と期待に
ついて、取締役CTO ネットワーク本部長の島上純一氏にお話をうかがいました。

　IIJは法人向けSIMカード、個人向けSIMカードのほか、他社
のMVNO事業参入を支援するMVNEとしてもサービスを提供し
ており、いずれも堅調な成長を続けています。「今後MVNOはIoT

においても重要な役割を果たすようになり、市場はますます拡大
していくでしょう。より多くのプレーヤーが研鑽しあっていくこと
で、モバイル通信業界全体の活性化につながるはずです」
　端末を提供するファーウェイにも、ともに日本のMVNO市場
を盛り立てていくことを期待されています。「ファーウェイには、
日本のSIMフリー端末市場に本腰を入れて取り組んでいる姿勢

が感じられます。当社とも積極的な情報交換や製品ロードマッ
プの共有を通じてパートナーシップを築いてきました。これから
も変わらぬコミットメントと高い技術力で、日本のユーザーに新
たな選択肢をもたらしてほしいと思います」

HUAWAVE 21 ／ P26.27



/ APR. 2016 29/ APR. 201628

2016 . 4 . 5
端末製品のアフターサービスを提供するカ
スタマーサービスセンターを銀座にオープン

2016 . 4 . 6 ～ 8
東京ビッグサイトで開催される『第16回光
通信技術展（FOE 2016）』に出展し、マルチ
モードNG-PON、Beyond 100Gデータセン
ター間接続装置、DOCSIS3.1対応ケーブ
ルモデムなど、次世代光通信ネットワーク
技術に関する最新の研究開発の成果とソ
リューションを公開。ファーウェイ 固定ネッ
トワーク製品担当 最高マーケティング責任
者 曽興雲（ゼン・シンユン）が「ファーウェイ
のUBB（Ultra Broadband）2020戦略」と
題した基調講演を、ファーウェイ・カナダ 
R&Dセンター 光通信製品技術担当バイス・
プレジデントでITU-T FG IMT-2020議長を
務めるピーター・アシュウッド・スミス（Peter 
Ashwood-Smith）が「5Gに向けた固定ネッ
トワーク・インフラストラクチャーの再構築」
と題した専門技術セミナーを実施。

2016 . 1 . 14 ～ 15
『SDN Japan』にて、ファーウェイ・ジャパン
NFV&コアネットワーク部シニア ソリュー
ションセールス マネージャー 槙島和紀が
「Huawei SDN/NFV Vision & Practice」
について講演

2016 . 1 . 18
『CSR アジア東京フォーラム』にて、ファー
ウェイ グローバルCSR責任者のホリー・ラ
ネヴォザナニーが「アジアにおける戦略的価
値の創出」をテーマとしたパネル・ディスカッ
ションに参加

2016 . 1 . 20 ～ 22
日本ネットワーク・オペレーターズ・グルー
プの年次会議『JANOG37ミーティング』に
協賛、IT・ネットワーク製品を展示

2016 . 3 . 1
2017年度新卒採用の募集を開始

2016 . 3 . 2 ～ 4
『スマートグリッドEXPO』に出展、スマート・
メガソーラー・ソリューションを展示

　3月5～6日、神戸国際会議場で開催さ
れた文部科学省主催第5回『サイエンス・
インカレ』に協賛し、日本全国から参加し
た学生176組の中から、大阪大学基礎工
学部システム科学科4年 井澤英俊さんの
「適応的フォーカススイープ投影による
プロジェクタの被写界深度の拡張」に関
する研究に「ファーウェイ賞」を授与しま
した。
　『サイエンス・インカレ』は2012年2月か
ら文部科学省の主催および協賛企業・団
体の協力により実施されており、学生の

能力・研究意欲を高めるとともに、課題
設定能力、課題探究能力、プレゼンテー
ション能力等を備えた創造性豊かな科学
技術人材を育成することを目的としてい
ます。全国の科学技術分野を学ぶ学部
生が研究を発表し、優れた発表には文部
科学大臣賞や企業賞が授与されます。
ファーウェイ・ジャパンは昨年から同大会
に協賛するとともに、新規性、実用性、グ
ローバルに活躍できるコミュニケーション
力を基準に選出する「ファーウェイ賞」を
授与しています。
　会場では、ファーウェイ本社で実施す
るICT研修プログラム「Seeds for the 

Future」の2016年度概要も発表しまし
た。日本での開催は今年で2回目となる
同プログラムには、5大学20名の日本の
学院生・大学生が参加し、1週間の研修
を通じて「通信への理解が深まった」「海
外学生との交流で刺激を受けた」との感
想が寄せられました。今年度は中国文化
に関する研修を加えて研修期間を2週間
に拡大し、8月に開催予定です。

サイエンス・インカレに協賛、
「ファーウェイ賞」を授与

ファーウェイ・ジャパンの企業情報を発信
する公式Facebookアカウントを開設し
ました。

ファーウェイ本社およびファーウェイ・
ジャパンの最新情報は、当社ウェブサイト
のニュースルームをご覧ください。

その他の主なニュース

2016 . 2 . 21
MWC 2016に先駆けて、4.5G、NB-IoT、ス
モールセル、ビデオ、デジタル変革をテーマ
とした5つのサミットを開催

2016 . 3 . 8
カナダ・オンタリオ州政府と『5Gオンタリオ』
プロジェクトにおけるパートナーシップを強
化、5G技術の研究開発に今後5年間で3億
300万カナダドル（約258億4,600万円※）投
資し、研究所を増設する計画

2016 . 3 . 14
ドイツ・ハノーバーで開催された世界最大級
のIT 見本市『CeBIT 2016』において、ドイ
ツ・テレコムと新たなパブリック・クラウド・
サービス『オープン・テレコム・クラウド』の
提供開始を発表

2016 . 3 . 14
『CeBIT 2016』において、ドイツ・ミュンヘン
にオープン・ラボを設置したことを発表。IoT、
クラウドとビッグデータ、スマート・シティな
どの分野でSAP、インテルなどパートナー各
社とのオープン・イノベーションを推進

2016 . 3 . 14
『CeBIT 2016』において、産業用ロボット、
ファクトリー・オートメーション大手の独
クーカ（KUKA）と、スマート・マニュファク
チャリング・ソリューション分野での提携に
関する覚書を締結

※1カナダドル＝85.3円換算（2016年3月8日現在）

2015 . 12 . 21
ボーダフォンとプレNB-IoT技術に関する初
の商用トライアルに成功

2016 . 1 . 20
OpenStack財団の2016年度理事に選出

2016 . 1 . 27
デンマーク通信最大手TDCグループのケー
ブル・ネットワークを1Gbpsへ刷新

2016 . 2 . 1
プライベード・クラウド管理ソリューションに
関する米フォレスター・リサーチの最新レ
ポートで、2015年のストロング・パフォー
マーに選出

2016 . 2 . 18 ・ 19
5G技術の研究開発においてボーダフォン、
テリアソネラとそれぞれ戦略提携

　2月24日、ビジネス・テクノロジー誌
『ファスト・カンパニー』が発表した2016

年の「世界で最も革新的な企業50社」で
13位に選出されたことを発表しました。
同誌のランキングに選出されたのは2010

年（5位）、2011年（18位）に続き、今回で
3回目となります。
　『ファスト・カンパニー』はファーウェイを
選出した理由として「世界のモバイル競争
で優位に立った」と、初めてファーウェイ
のコンシューマー向け端末事業における
実績を挙げ、その競争力について「中国
のスマートフォン市場が減速する中で成
長を維持し、米国やそのほかの市場にも
事業を拡大する勢いを示した」と説明し
ています。また、今後の課題として、中国
国外の消費者市場への迅速な進出が必
要だと指摘しました。
　米調査会社カレント・アナリシスの副
社長、ピーター・ジャリッチ（P e t e r  

Jarich）氏は「ファーウェイがR&Dへの投
資を継続してきたことは同社が誇るべき
点のひとつです。このような投資の結果
が、多くの同業他社がうらやむような成
長率のみならず、絶え間ないお客様志向
のイノベーションとテクノロジー・リーダー
シップにつながっています。ネットワーク
の進化が加速する中でそうした資質の重
要性はさらに高まるでしょう」とコメントを
寄せました。

『ファスト・カンパニー』誌が選ぶ
「世界で最も革新的な企業
50社」で13位に 

その他の主なニュース

NB-IoTフォーラムの参加企業・団体と開催したグ
ローバルNB-IoTサミット

バズフィード

フェイスブック

CVSヘルス

ウーバー

ネットフリックス

アマゾン

アップル

アルファベット
（グーグルの持ち株会社）

Black Lives Matter
（黒人の権利擁護運動）

タコベル

ロビンフッド（株式投資アプリ）

ユニバーサル・スタジオ

ファーウェイ
サイアノジェン
（スマートフォン向け
オープンソースOS）

インモビ（モバイル広告）
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『ファスト・カンパニー』誌が選ぶ2016年
「世界で最も革新的な企業50社」

上位15社

『FOE 2016』 ファーウェイ・ブース（東1 ホール E29-48）

「ファーウェイ賞」を受賞した大阪大学基礎工学部
システム科学科4年 井澤英俊さん

会場内ではICT研修プログラム「Seeds for the 
Future」の概要を紹介
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　出身地のマダガスカルからフランスの
大学院に進学し、在学中に留学したスペイン、
オレンジに在職中に赴任したイギリスと、
現在住んでいる中国、あわせて5か国に
なります。そのほか、オレンジでアフリカ・
中東・アジア地域のCSRを担当していた
ときには、20か国を飛びまわっていました。

　そうですね、これには幼少期の体験が
影響しているかもしれません。マダガスカル
はアジア、アラブ、アフリカ、ヨーロッパから
さまざまな民族と文化が到来し、融合・共生
してきた歴史を持つ国です。フランスの
旧植民地として公用語はフランス語、教育
システムもフランス式となっていますが、
家庭ではマダガスカルの伝統的な価値観
を大切にしていましたし、両親は日頃から
いろいろな文化に触れる機会を与えて
くれました。こうした環境に生まれ育った
ことで、異文化をオープンに受け入れる
姿勢が培われてきたと思います。

　グローバルのC S R戦略を、文化も
社会経済状況も異なる20か国で各地の
現状に合わせて展開することがミッション
でした。たとえば同じ「デジタル・デバイド」
という課題でも、地域によってその背景
には所得格差や世代間格差など異なる
要因があります。社内外の多様なステー
クホルダーと綿密にコミュニケーション
を取りながら、そうした差異を見極めて
課題を位置づけ、コミュニティのニーズ
に応えられるようカスタマイズした取り組
みを行っていました。現在ファーウェイで
はグローバルのCSR戦略を統括する
立場にありますが、前職での経験から、
常にグローバルとローカルの両方の視点
を持つことを心がけるようになったと思い
ます。

　ファーウェイがCSR戦略の責任者を
探していると聞き、これを機に新しい挑戦
をしてみようと思ったのが一番の理由
です。オレンジで参加した「テレコム・

タレント」というプログラムは5年間で
複数のポジションを経験して将来の
エグゼクティブを目指すもので、私自身
大きく成長できましたし、参加者には
スピード昇進が約束されていました。
一方、それまで中国には一度も行ったこと
がなく、ファーウェイについてもオレンジ
のサプライヤーとして何度か名前を
聞いた程度でしたから、われながら大胆
な決断だったと、いま振り返れば思います。
でも、仕事や生活の面でほかでは得ら
れない貴重な体験ができ、視野が大きく
広がるはずだと直感したのです。また、
故郷の家族や当時付き合っていた現在
の夫が私の決断を応援してくれたのも
大きかったです。夫はポルトガル出身で
スペイン留学中に知り合ったのですが、
仕事をやめて一緒に中国へ移住し、
その後北京大学で修士号を取って就職
しました。

　もう4年半になりますが、最初のころ
は毎日が発見の連続でした。たとえば、
フランスではランチタイムは同僚とゆっ
くり食事を楽しみながら交流を深める時
間でしたが、ファーウェイでは昼休みに

　グローバルに事業を展開するファーウェイにとって、多様なバックグラウンドを持つ人材を活用することは重要な
課題です。これまで多くの国々で生活し、さまざまな文化環境で過ごした経歴を持つ、ファーウェイ 渉外・広報本部
グローバルCSR責任者のホリー・ラネヴォザナニー（Holy Ranaivozanany）に、自身の生い立ちと多様性に対
する考え方について話を聞くとともに、多様性を尊重するファーウェイの取り組みをご紹介します。

ファーウェイ・ピープル

H U A W E I  P E O P L E

マダガスカル出身。高校卒業後にフランスへ
渡り、グランゼコール（高等職業教育機関）
進学のための準備学級（ c l a s s e s  
préparatoires aux grandes écoles）で
勉強したのち、名門ビジネススクール
EDHEC経営大学院に入学し、マーケ
ティング・マネジメントの修士を取得。
2007年にフランスの通信事業者オレン
ジに入社。マーケティング・アナリスト、
同社英国法人（現在のEE）のウェブ・
マーケティング担当などを経て、優秀な
若手従業員向けプログラム「テレコム・
タレント」の参加者に選抜され、アフリカ・
中東・アジア地域の現地法人20社に
グローバルのCSR戦略を展開するプロ
ジェクトの責任者に就任。2011年に
ファーウェイに入社。深圳本社にて
グローバルのCSR戦略の策定や社外向け
CSRコミュニケーションを統括する。　

ファーウェイ 渉外・広報本部
グローバルCSR責任者

ホリー・ラネヴォザナニー
（Holy Ranaivozanany）

多様性を尊重するファーウェイ

今回のファーウェイ・ピープルでは、従業員の多様性についてご紹介します。

Theme

多様性の尊重

これまでに何か国で
生活してきましたか？Q オレンジではCSRにどのように

取り組んでいたのですか？Q

ファーウェイのどんなところに
魅力を感じていますか？Q

さまざまな文化に身を置いてきた
経験から、多様性を尊重した
コミュニケーションのコツを
おしえてください。

Q

従業員の多様性を
尊重することは企業にとって
どんな意義があるでしょうか？

Q

中国での生活はどうですか？Q

ファーウェイにはどんな
きっかけで転職したのですか？Q

とてもグローバルな経歴ですね。
異なる生活環境に
適応するのは得意ですか？

Q

なるとさっさと食堂で昼食を済ませて
席に戻り仮眠を取る人がほとんどです。
スペインでもシエスタの習慣がありまし
たが、中国にもこれほど昼寝の文化が
根づいているとは知りませんでした。
はじめのうちは戸惑うことも多かったの
ですが、ファーウェイでは新たに海外
から来た従業員にはメンターをつけて
サポートする制度がありますし、なにより
も同僚たちがとても親切に助けてくれた
ので、新しい環境に慣れるのに時間は
かかりませんでした。

　170か国もの国々で事業をしている
真のグローバル企業であることです。
本社だけでなく世界中のオフィスで働く
多国籍、多文化の同僚たちとともに仕事
ができるのは非常に刺激的で、たくさん
のことを学べます。また、CSRの業務は
事業のあらゆる領域に密接に関連して
いるため、さまざまな部署の人たちとの
連携が重要です。責任の大きい役職で
すが、リソースと裁量をじゅうぶんに与え
てもらい、国や部署をまたいで協力しな
がら仕事を進めていくことに大きなやり
がいと楽しさを感じています。

　さまざまなバックグラウンドを持つ人
材が集まることで、多様な視点を得る
ことができ、グローバルな市場とその急速
な変化に対応できるようになります。
さらに、従業員どうしも異なる価値観を
持つ人たちに囲まれることで、自分とは
違った考え方や新しい発想に対してオー
プンになり、視野を広げられるでしょう。
雇用の機会を平等に提供するという
CSRの観点だけでなく、多様な人材の
ポテンシャルを最大限に引き出すことで
グローバル企業としての強みになると
いう点でも重要だと思います。

　先入観を捨て、違いがあって当然だと
いう意識を持つことですね。ちょっとした
言葉づかいやしぐさ、服装などに表れる
習慣の違いを、良い悪いではなく多様性
としてとらえれば、お互いに気持ちよく
コミュニケーションを取って理解を深めて
いけると思います。

多国籍・多文化の人材活用

全世界に
17万人いる
従業員は、

中国国内の従業員も36の民族からなり、
深圳本社には44か国から約800名の
外国人従業員が専門職として勤務。

162 の国と
地域の
出身。

国際色豊かな本社キャンパス

■外国人従業員に人気のWorld Cafeでは、多国籍の従業員たちがミーティングをする光景もよく見られる
■イスラム教徒の従業員向けに礼拝室も用意

1 2

1

2
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　鄭州市は河南省の省都です。北は黄
河、西は中国の五名山のひとつ嵩山と接
し、中国のほぼ真ん中に位置しています。
　鄭州は中華文化の発祥地のひとつで、
3600年前に商（殷）王朝が都を置いて以
来の悠久の歴史があり、中国八大古都に
も指定されています。また、中華民族の始
祖と言われる黄帝の故郷ともされ、毎年
旧暦の3月3日には黄帝を祭る儀式が行わ
れます。2007年には高さ106メートルの巨
大な黄帝と炎帝の彫像が建設されました。
　鄭州といえば、嵩山少林寺も世界的に
有名です。達磨が禅宗を中国に伝えた地
とされ、少林拳の中心地としても知られて
います。2年に1回開催されている『国際
少林武術節』では、1万人による圧巻の集
団演武が見られるほか、小川や建物、橋
などほぼ実物大の舞台セットで上演する、

少林武術と音楽を融合させた『音楽大
典』も見どころのひとつです。

　河南地方の料理は「豫菜（ユーツァイ）」
と呼ばれ、「中庸」「五味（酸味、苦味、甘
味、辛味、塩味）調和」という中華料理の
伝統的な考え方に基づいたまろやかな味
付けが特長です。粉もの、とくに麺が主食
で、牛肉や羊肉、海鮮、野菜などが入った
とろみのあるスープでいただく伝統的な麺
料理「鄭州烩面（ジャンジョウフイミェン）」
は、中国十大麺にも選ばれています。
　「胡辣湯（フーラータン）」も故郷でよく食
べた料理です。これは胡椒や生姜などたく
さんの香辛料が入ったスープで、朝ごはん
の定番として油条（ヨウティヤオ）という中
国式の細長い揚げパンや肉まんと一緒に食
べます。ゴマ油や黒酢を少し入れると香り
が豊かになってさらに美味しさが増します。

　11年間勤務していた日系企業では、
携帯電話向け組み込みソフトウェアの

プログラマーとシステムエンジニアを経
て、プロジェクト・マネージャーを務めて
いました。しかし、ソフトウェアだけでなく
ハードウェアも作ってみたいという気持ち
が芽生え、その両方に携わるチャンスを
求めてファーウェイ・ジャパンに転職しま
した。ファーウェイではスマートフォンや
タブレット、Wi-Fiルーター、デジタルフォ
トフレーム、セットトップボックスなどさま
ざまな端末製品開発のプロジェクト・マ
ネージャーとして、設計からテスト、納品
までの全プロセスを管理しています。ハー
ドウェア製造経験がなかったため、独学
で金型、塗装、プリント基板設計などに
ついて学びました。
　製品開発ではお客様の求める詳細な
仕様を短期間で実現しなければならず、
お客様と本社開発チームとの間で板挟み
になることもあります。でも、たいへんなプ
ロジェクトであるほど、双方との綿密なコ
ミュニケーションを取ることで、お客様と
ファーウェイ・ジャパン、本社の社員たち
が一致団結して課題を解決し、新しい製
品を生み出せたときには、大きな達成感
を感じます。こうした過程で、お客様との
間に深い信頼関係を築けることもやりが
いにつながっています。これからも、チー
ムワークで力を発揮して、より高性能で
革新的な製品を日本の皆様にいち早く提
供していきたいと思います。

柳 徳燕（リウ・ドーヤン）
端末統括本部　プロダクト＆デリバリー統括部　プロダクトプロジェクト管理部
プロジェクトマネージャー
鄭州大学電子工学科を卒業後、深圳にある中国のソフトウェア開発会社で4年間勤
務したのち、1999年に深圳に子会社がある日系企業の技術者求人に応募して来日。
日本に来てから独学で日本語を学び、3年で日本語能力試験1級を取得した。2010
年にファーウェイに入社。妻と2人の子どもと横浜に在住。趣味は水泳や自転車に
乗ることで、横浜から葛西臨海公園まで往復100キロをサイクリングしたこともある。

漫遊中国

新たな分野への挑戦と
チームワークの醍醐味

経営陣のメッセージから

ファーウェイ独自の経営理念を象徴する経営陣の言葉をご紹介します。

社内向けに品質管理の強化を説いたこのスピーチで任は、品質管理システ
ムを確立するためには品質への意識を「文化」として根付かせなければなら
ないことを強調し、「細かいことをコツコツとこなす姿勢こそが、ドイツと日本
の品質科学を生んだ。このような文化がなければ、この両国で精密機械製
造業がこれほど育つことはなかっただろう」と述べました。任は品質の重要
性を折りに触れて語り、日本やドイツを手本とした「ファーウェイ独自の品質
文化を築き上げる」という目標を示しています。

我們要借鑑日本和徳国的先進［質量］文化。

我々は日本とドイツの先進的な品質文化に
学ばなければならない。
ファーウェイ創業者兼CEO　任正非（レン・ジェンフェイ）
（2015年、品質に関する社内向け報告会でのスピーチより）

少林拳の中心地、嵩山少林寺（©Microfotos /劉建華）

江蘇省四川省

北京

広東省

江西省

陝西省

上海上海

鄭州市
河南省

中庸で調和のとれた
「豫菜（ユーツァイ）」

左：そびえたつ巨大な黄帝と炎帝の彫像（©Microfotos 
/麦熙舜）　右：鄭州烩面（©Microfotos /蘇世一）

少林拳でも知られる悠久の都

　今号のHuaWaveでは、毎年恒例となった
MWCの総括レポートをお届けしました。「オー
プン」がキーワードのファーウェイ・ブースは、
P3でご紹介したように一般公開日を設けたほ
か、エントランスの壁を取り払いブース内を広
く見渡せる解放感あふれるデザインで、来場
者の方々をお迎えしました。ご来場くださった
皆様に、この場をお借りしてあらためて御礼申
し上げます。
　さて、MWCに先立つ2月上旬、ファーウェイ・
ジャパンは企業情報を発信する公式Facebook

アカウントを開設しました。事業やイベントに関
するニュースのほか、本社キャンパス・ツアーや
知られざるファーウェイの素顔など、HuaWave

やウェブサイトとはひと味違った切り口で情報
を発信しています。端末製品のアカウントともど
も、ぜひフォローしていただけたら幸いです。
P29のQRコードからアクセスいただけます。

編集後記

HuaWave編集部（huawave@huawei.com）

近いようで遠い、似ているようで違う、中国と日本。その違いと背景を知ることで、お互
いの理解が深まり、真の異文化交流が可能になります。このコーナーでは2つの文化の
橋渡しとなることを願い、中国人とのコミュニケーションに知っておくと役立つ情報を
ご紹介します。今号は中国の祝日についてです。異文化の架け橋

　中国では公休日として7つの祝日が定
められています。そのうち春節、清明節、
端午節、中秋節は旧暦に準ずるため毎
年変動し、またすべての休日を土日につ
なげて連休とする方針により、毎年12月
に政令として翌年の祝日スケジュールが
公表されます。日本のハッピーマンデー
制度のように祝日を月曜日に移すのでは
なく、直近の土日の休暇分を祝日の前後
につなげて連休とするため、振り替えられ
た土日は出勤日となります。たとえば今
年の端午節は6月9日（木）ですが、10日
（金）を休みとして3連休にするため、12日
（日）が振替出勤日となります。
　清明節は二十四節気のひとつで、中
国では日本のお盆のように先祖に思い
をはせ、雨の多い季節に入る前にお墓
をきれいにする「掃墓節」とも呼ばれま
す。墓地は野山にあることが多く、お墓
参りは春の陽気を楽しむピクニックも兼
ねています。

　端午節はもともと無病息災を願う祝日
で、日本では「こどもの日」として独自の
風習が発展してきました。一方、中国で
は戦国時代の政治家・詩人である屈原
の命日ともされ、川で命を絶った屈原を
供養するために船を浮かべたことからド
ラゴンボート・レースが恒例行事となった
ほか、屈原の遺体を魚が食べないよう川

にちまきを投げ入れたことに由来してこ
の日にちまきを食べるようになりました。
　中秋節は日本の十五夜にあたり、一家
団らんでお月見をし、月餅を配りあう習
慣がよく知られています。日本では月餅
は中国土産のイメージがありますが、中
秋節以外の時季に月餅を食べるのは中
国人には違和感があるようです。

中国の祝日

3600年の歴史を誇る中原の中心地

河南省鄭州市
か　　なん  　しょう 　てい      しゅう　   し

元旦

春節（旧正月）

清明節

労働節（メーデー）

端午節

中秋節

国慶節（建国記念日）

1月  1日

2月  8日

4月  4日

5月  1日

6月  9日

9月15日

10月  1日

  1月  1日～  3日

  2月  7日～13日

  4月  2日～  4日

  4月30日～  5月  2日

  6月  9日～11日

  9月15日～17日

10月  1日～  7日

祝日 振替休日を含めた休暇期間

2016年の中国の祝日

くつげん

すうざん

だるま
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